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フォーラムプログラム 

【プレイベント】 

12：00～13：00 ランチ交流会 

ポスターセッション 

 

【プログラム】 

       総合司会 愛媛大学女性未来育成センター長 小島 秀子 

13:30～13:45 開会挨拶 愛媛大学長 柳澤 康信 

       来賓挨拶 前愛媛県知事 加戸 守行氏 

13:45～14:25 基調講演 「女性研究者の活躍に向けて」 

文部科学省高等教育局長 板東 久美子氏 

14:25～14:55 特別講演 「世界化学年と女性研究者」  
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鳴門教育大学 梶井 一暁 （大学院学校教育研究科 准教授）  
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准教授） 

□コメンテーター 

文部科学省高等教育局長 板東 久美子 氏 

□コーディネーター 

愛媛大学地球深部ダイナミクス研究センター 教授 土屋 卓久  

 

16:20～16:30 閉会 

次回開催大学より挨拶 

閉会挨拶 愛媛大学副学長 曲田 清維 

 



第 2 回四国女性研究者フォーラム 

「若手の活躍促進」～四国のマリー・キュリーを育てよう～ 
 

○司会（女性未来育成センター長 小島秀子）  

本日は、「第２回四国女性研究者フォーラム」に

ご参加いただきありがとうございます。私は、司

会進行を努めさせていただきます愛媛大学女性未

来育成センター長の小島でございます。どうぞよ

ろしくお願い致します。 

開式に先立ちまして、お願いを申し上げます。

フォーラムの様子は、ビデオとカメラで撮影し、

記録させていただきますので、ご了承ください。

携帯電話をお持ちの方は、会場内では電源をお切

りになるか、マナーモードにしていただくようお

願いいたします。なお、アンケート用紙をお配り

した資料に同封しておりますので、お帰りの際に

はアンケート用紙にご記入のうえ、入り口に設置

しておりますアンケート回収箱まで提出くださる

よう、ご協力をお願いいたします。 

 ただいまから、「第２回四国女性研究者フォーラ

ム」を開催いたします。 

 はじめに、愛媛大学長 柳澤康信から、挨拶を申

し上げます。 

 

【開会挨拶】 

○柳澤康信氏（愛媛大学長） 

 皆さん、こんにちは。今日は第２回四国女性研

究フォーラムにたくさんの人に集まっていただき

ましてどうもありがとうございます。この四国女

性研究フォーラムは、１回目は香川で開催されま

した。このフォーラムの母体は、文科省の女性研

究者支援モデル育成事業ですが、この育成事業に

対して、四国の大学が採択されていなかったんで

すね。22 年度に、徳島大学、香川大学、愛媛大学

の 3 大学が採択されて、それ以前は、四国の大学

は、男女共同参画の空白地帯というふうに言われ

ていたんですが、３大学が採択されるようになっ

て、非常に機運が盛り上がっているところであり

ます。 

 我々のように四国という地方に大学がある場合

には、今回のテーマであるこの女性研究者育成、

特に若い女性の研究者を育成していくという時に、

地域を挙げて育成するというのが大事ではないか

と思います。 

 今日は幸い、多様な人たちに参加していただき

ました。県の方、市の方、他自治体の方、それか

ら企業の方、市民の方ですね。それから、今日、

顔を見ますと、若い学生の諸君も参加してくれて

いるようです。 

 こういった多様な人たちが、みんな力を合わせ

て、女性研究者を育成する。あるいは若い人にと

っては、自分自身の将来のモデルを見出していく

ということが大切なのではないかと思います。 

今日は基調講演として、１月に高等教育局長にな

られた板東さん、皆さんご存知だと思いますけれ

ども、この事業の立ち上げに関しての非常に貢献

のあった方です。お忙しい中、今日、駆けつけて

いただきましてどうもありがとうございます。

 

 それから、特別講演として、世界化学年・女性

化学賞を受賞された神戸大学の相馬先生にお越し

いただきました。相馬先生も、こういう女性研究

者を育成するということに関して、初期というよ

り、初期以前の段階から活発に活動されている方

です。 

 それから、今日、私の後に挨拶いただきますけ

れども、加戸前知事にもお出でいただきました。

皆さんご存知だと思いますけれども、加戸前知事



が愛媛県に来られた時に、県の審議委員会等にお

いて、女性登用というのを非常に積極的に進めら

れました。先ほどお聞きしたら、それ以前は女性

の委員というのは、10％ぐらいで非常に低い比率

だったのが、40％まで引き上げられたという実績

を持ってらっしゃいます。それからちょっと余談

になりますが、極めて愛妻家であるということで

も知られています。 

 今日はベストメンバーにお出でいただいたとい

うふうに思います。今日のテーマは、「若手の活

躍・促進」という前向きなテーマなわけですけれ

ども、このテーマのもとでぜひ、ご参加の皆さん

に活発に意見交換をしていただきたいと思います。 

 今日はどうかよろしくお願いします。 

 

◯司会(小島)  

続きまして、ご来賓の前愛媛県知事 加戸守行様

からご挨拶をいただきたいと存じます。加戸様よ

ろしくお願いいたします。 

 

【来賓挨拶】 

◯加戸守行氏（前愛媛県知事）  

皆様、こんにちは。１年ちょっと前まで愛媛県

知事を 12 年間、職務をやらせていただきました加

戸でございます。今日は、四国女性研究者フォー

ラム、大変うれしい気持ちで参加させていただき

ました。理由はいくつもあります。 

 １つはもちろん、愛媛県にとって、女性の地位

向上、それは大きな課題でもありますとともに、

力を入れなければいけない部分になっていると思

いますが、もう１つは、今日、基調講演されます

文科省の板東局長、私も旧文部省に奉職いたしま

して、２回一緒に仕事をさせていただいて、とい

う仲で、私が見る限り、男性に伍して、引けを取

らないというそういう上回る素晴らしい実力の持

ち主で、活躍されていることがうれしくて、今日

は一ファンとしても参加させていただきました。 

 今、柳澤学長のほうから、過分なご紹介いただ

きましたが、やはり愛媛大学が、この南加記念ホ

ールという、実は大変私にとって、１つの思い出

があります。つい先年、南カリフォルニアの、愛

媛県知事時代、100 周年とありまして、その時参

加させていただいた時に、お礼を申し上げる大き

な材料が、戦後、空襲のために施設が失われた時

に、南カリフォルニアにいらっしゃる愛媛県出身

者が多額の寄付をされて、このホールが建設され

た。その後、100 周年記念の時に、愛媛県知事と

して謝辞を申し上げる材料にもさせていただいた

ということで、また蘇って、機能していることを

大変喜んでおります。 

 話を戻しますと、個人的なことですけれども、

板東さんは、当時若い頃、私、最初の仕事させて

いただいた時が独身、それから結婚の段階。２回

目は、まさに子育ての真っ最中。しかも激職であ

りまして、昔コンピュータープログラムの著作権

問題、担当していただきましたけれども、深夜ま

でに及ぶ極めて激務の仕事を、本当に、家事、育

児と職務を両立させた、あの涙ぐましい努力に本

当に頭の下がる思いでもございましたし、その後

のご活躍は大変うれしく思っている次第でござい

ます。

 

 また、今日、特別講演で相馬先生、ありがとう

ございます。お聞きすると、世界化学賞で、日本

でただ１人の女性研究者という、ノーベル賞に匹

敵すると言ったら大袈裟かもしれませんけれども、

そういうご活躍なされている方のお話を聞かせて

いただくのもうれしく思います。 

 今日、先ほどの柳澤学長のご紹介で、愛妻家と

いうこともありましたが、私は、妻、道子と共に

いながら、なんで自分よりもこれだけ優れた資質

を持った女性といるんだろう。本当に、のろけで

はありませんけれども、思っております。インド

の独立の父と言われます、マハトマ・ガンジーが、

女性に関してこんなこと言っているんです。１つ、

勉強になりますけれども。普通、イギリス人が自

分の奥さんを紹介する時に、ベターハーフと言い

ます。考えてみると、これ、人類のうち、半分が

女性で、その半分がベター、それが女性である。

ですから、単にこれ、英語の試験問題で、ベター

ハーフの反対なんですかと言ったら、ワースハー



フ、それはどういう人種ですかと言ったら、男性

ですということになるんですけれども。でも、ガ

ンジーが言ったのは、それを理由にしたわけじゃ

ありませんけれども、女性はそれほど高貴な、ノ

ーブルな存在である。 

 それからもう１つ、女性の特性を言い当ててお

りますのが、女性の直感は、しばしば男性の傲慢

な知識の自負を凌ぐものである。つまり、男がい

ろいろなことを知っているとよく威張りますよね。

奥さんに対して、おまえ、これも知らんのかとい

うような、日本の男性、愛媛の男性もだいたい共

通していますけれども。それを言い当てておりま

して、そういった傲慢な知識に対するよりも、は

るかに女性の直感のほうが上回っている。 

 ということは、女性に家事、育児、その他の諸

ハンディを除けば、男性を凌いでいる、上回って

いるということを、以前に表現して、私の好きな

言葉でもあります。この際、私もパネリストに参

加させていただきませんでしたので、これも私の

一提言として披露させていただきます。 

 このたびは、皆様方の話を聞きながら、この力、

どんどん盛り上がっていって、大きな力、愛媛県

では、女性が圧倒的な有意な時代になりますと、

そのうちにしょぼくれた男性が、男性研究者フォ

ーラムをこの会場で開催されることとなるよう祈

りながら挨拶といたします。今日は本当におめで

とうございました。 

 

◯司会（小島） 

加戸様ありがとうございました。何というか非

常に楽しい雰囲気になってきました。皆様方には、

リラックスしてこのフォーラムを楽しんでいただ

きたいと思います。ただいまから、文部科学省高

等教育局長の板東久美子様から、「女性研究者の活

躍に向けて」と題して、ご講演をいただきます。

はじめに、板東久美子様のご紹介をさせていただ

きます。 

 板東様は、東京大学法学部卒業後、文部省に入

省され、生涯学習局婦人教育課長、文化庁著作権

課長などを歴任後、1998 年に秋田県副知事、2000

年より、教育助成局財務課長、2001 年より高等教

育局高等教育企画課長、2003 年大臣官房人事課長、

2006 年内閣府男女共同参画局長、2009 年生涯学習

政策局長を務められ、本年１月６日付で現職の高

等教育局長に就任されました。 

 板東様は内閣府男女共同参画局長時代、2006 年

から始まった、「女性研究者支援モデル育成事業」

の立ち上げに関して非常に貢献された我が国の女

性研究者支援の中心人物でいらっしゃいます。 

 以上、簡単でございますけれども、板東様のプ

ロフィールもご紹介させていただきました。それ

では板東様、どうぞよろしくお願いいたします。 

  



基調講演 「女性研究者の活躍に向けて」 

◯板東久美子氏（文部科学省高等教育局長） 
 

皆様、こんにちは。ただいまご紹介いただきま

した文部科学省の高等教育局長をしております板

東と申します。

 

今、懇切のご紹介をいただきまして、また、加

戸前知事にも大変暖かいご紹介いただきまして、

かつての尊敬する上司にそういうお話をいただい

て、本当に冷や汗が出る思いがしておりますけれ

ども。今日は時間も短いので、早速お話に入らせ

ていただきたいと思います。 

 私自身、先ほど加戸前知事にお話いただきまし

たように、子どもを２人持ちながら仕事をしてき

ましたので、これから研究者になっていこうとい

う若い方々を含め、女性たちが本当に活躍できる

ような環境をぜひ後輩たちのために作っていきた

いと思っているところでございますので、今日、

こういう形でお招きいただきまして、本当に心か

ら感謝申し上げたいと思います。 

 今日は、時間もございませんので、パワーポイ

ントでいろいろデータもご紹介をさせていただき

ながら、日本全体の男女共同参画の状況はどうな

んだということを、簡単に最初に申し上げ、それ

から科学技術や学術分野の女性の活躍に向けて、

どういうことを考えていったらいいのか、あるい

は国としてどういう政策を推進しているのか、大

学は取り組んでいるのかについて、ご紹介させて

いただきまして、これからディスカッションの前

座、話題提供させていただきたいと思います。 

 まず、最初にちょっと理念的なお話を申し上げ

たいと思います。よく、男女共同参画と言います

と、何か女性の比率を高めることばかり一生懸命

やっているのではないかというふうに誤解をされ

たりすることがありますので、男女共同参画とい

うのは、どういう考え方なんだろうかということ

をお話を申し上げたいと思います。 

 私も内閣府の男女共同参画局というところに出

向させていただいたわけでございますけれども、

それ以前の 1999 年に男女共同参画社会基本法と

いう法律ができまして、その法律は、理念を示す

とともに、国や地方が男女共同参画を推進してい

く大きな枠組みが示されており、その中に男女共

同参画社会というのはどういう社会なのかという

考え方が示されております。 

 そのポイントだけちょっと書かせていただいて

いるんですけれども、女性も男性もすべての個人

の問題であるということ。そして、男女全ての個

人が社会の対等な構成員ということ。そして、社

会のあらゆる分野の活動に参加する機会が保障さ

れていると。そして、利益も責任も分かち合う、

共に作り上げていく社会だということ。そして、

その能力、個性を十分に発揮する社会ということ。

こういうことが条文の中で、あるいは前文など通

じて書かれています。

 

 究極のところは、男性、女性ということではな

く、一人ひとりが生かせる社会、そして皆が作り

上げていく社会ということが男女共同参画社会と

いうことの理念であるかと思います。その根底と

なる理念としては、もちろん人権の尊重とか平等

ということが、非常に大きな理念の柱であるわけ

ですけれども。それだけではなく、他のいくつか

の点をちょっと強調させていただきたいと思いま

す。 

 多様性、ダイバーシティということが大変言わ



れるようになってきました。この考え方も男女共

同参画の根底を支えるものではないかと思います。

このダイバーシティ、多様性には、男女だけでは

なく、たとえば年齢であったり、あるいは人種や

国籍であったり、あるいは障害の有無であったり、

経歴だったりという、様々な要素があるわけです

けれども、そういった多様な人々、多様な能力を

生かしていくということが、活力ある社会にとっ

て非常に重要なんだということが、多様性の尊重

という考え方だと思います。 

 これは、女性とか、外国人や年齢が上の方とい

ったような多様な人を生かすというだけではなく、

多様な人たちがいて、まさにその多様性を持つ環

境の中で、いろんな新しい視点に立って、新たな

価値を創造できたり、イノベーションもこういっ

た多様性がある環境の中で出てくる。また、行政

の中でも多様性を尊重することで、新しい視点に

立った政策ができるのではないかといったような、

そういった多様性に富む環境自体が重要であると

いうことも言えるのではないかと思います。 

 それから先ほども、みんなが作り上げる社会と

申しましたように、参画、協働の理念、みんなが

参画し、共に進めていくという考え方も、この男

女共同参画社会理念の中に、含まれているという

ふうに思います。 

 今申し上げましたような様々な観点から、この

男女共同参画社会という理念は、これから少子高

齢化も進み、それから、グローバル化も進み、様々

な大きな変化が出てくる社会の中で、非常に重要

な考え方になるのではないかと思います。 

 そして、先ほど申し上げました多様性の尊重と

いうことでは、いろんな多様性があるわけですけ

れども、男女性別による多様性ということは、ま

さにその基本、第一歩ではないかというふうに思

うわけであります。 

 最近、四国でも学長さんたちが集まって、共同

宣言しておられるということをお聞きましたが、

３年ぐらい前に、国立７大学、旧７帝大と言われ

る大学の学長さんたちが集まった時に、男女共同

参画の共同宣言というのをされております。

 

 その中に、ここに書かれておりますように、我

が国では、いろんな社会的な課題が出てきて歴史

的転換点を迎えていると。こういう中で、国籍、

人種、性別、年齢を超えた多様で優秀な人材の参

画がそういう時重要なんだと。そして、ここに書

いてありますように、高等教育とか、学術、技術

の発展というのは、今までは男性中心で推奨され

てきたけれども、こういったいろいろな課題を解

決するには、また、科学や教育水準のさらなる向

上ということを考えた時に、男女共同参画の推進

というのは不可欠ではないかということです。こ

の旧７帝大は、女性の教員の比率が非常に低いと

ころにあるかと思いますけれども、その７大学の

学長がこういう宣言をして、男女共同参画の推進

を図っていこう、女性の活躍を促進していこうと

いう話をされています。 

 あとでちょっとお話しますけれども、全国のい

ろんな大学で、あるいはいろんな地域で、今、こ

ういった形で改めてこの教育、あるいは研究にと

っても男女共同参画の推進が必要なんだというこ

とを言われるようになってきたということである

かと思います。 

 まず、研究関係のお話に入る前に、我が国全体

の今までの男女共同参画の現状の課題ということ

を、ちょっとお話を申し上げまして。それから、

国全体としてどういう政策が取られているのかと

いう話をしたいと思います。



 一言で言いますと、やはり男女共同参画という

視点で見た時に、我が国の実態というのは変化し

てきているけれども、まだまだ国際的に見て、不

十分な状態にあるんではないかということであり

ます。女性の能力自体は非常に高い、あるいは高

等教育も、進学している数は、上昇してきている

わけでありますけれども、その女性の能力を社会

において発揮する機会とか、その実績ということ

ではまだまだ不十分、特に意思決定などへの参加

が不十分だということでありますし、変化が非常

に緩やかだということです。諸外国の場合、たと

えばアジアも最近、どんどん変化をしている。我

が国においても変化しているんですけれども、一

層、他の国の変化の方がスピードが速いというこ

とがありまして、国会議員の比率でも、我が国も

上がってきているんですけれども、他の国の女性

の議員数が、非常に大きい変化がございます。そ

ういうことで、少しずつ変化はしているんだけれ

ども、変化が小さく穏やかだったというのが、今

までの我が国の状況だと思います。 

 そして、そういうことの原因として、やはり、

後のディスカッションの中で一番協議されること

であるかと思いますけれども。まだまだ仕事と家

庭生活の両立が困難な状況というのがある。そし

てもう１つの問題としては、やはり意識の問題と

いうことで、まだまだ男性は、女性はという、固

定的な役割分担意識なり偏見というのが、我が国

では根強い状態であります。 

 今日は時間がございませんので、簡単に国際比

較だけいくつか見ていただきたいと思っておりま

す。 

 

 これは国連開発計画、ＵＮＤＰが毎年出してお

ります人間開発報告書という中に、いろいろな指

標を、各国比較しているわけですけれども。ちょ

っとこれをご覧いただきますと、我が国の構造が

非常によくわかるということで、いつもこれを使

わせていただいております。 

 こちらのほうが、人間開発指数（ＨＤＩ、ヒュ

ーマン・ディベロップメント・インデックス）と

いうものなんですけれども、これは世界のそれぞ

れの国の国民の能力がいかに開発されていて、そ

して人間らしい暮らしがどれぐらい実現できるか

ということであります。 

 これは、たとえば教育水準、それから平均寿命

とか所得水準といったようなことを、トータルで

見ているものであります。こちらのほうは、我が

国は、いつもだいたい 10 位前後ぐらいということ

で、これは 2009 年の数字をここへ載せさせていた

だいておりますけれども、182 カ国中 10 位という

ことで、トップクラスのところにあるわけであり

ます。教育水準も、平均寿命も、所得の水準も高

いというようなことで。人間の能力が開発され、

暮らしやすい国という評価です。 

 問題はこちらのほうでありまして、このジェン

ダー・エンパワーメント指数（GEM）というのは、

ぐっと下がるということで、こちらは統計が取れ

る国の中でみておりますので、109 カ国中になっ

てますけれども、57 位ということになります。先

進国の中では最も低い方だということなんですけ

れども。 

 こちらはどういう数字かと申し上げますと、ジ

ェンダー・エンパワーメント、女性が社会におい

て、経済活動とか、それから政治とか、そういう

ところでどれぐらい活躍できているかという、社



会的活躍度を表す数字であると思っていただけれ

ばと思います。たとえば、国会議員の比率とか、

あるいは専門職とか、管理職とかそういう方々の

数から算出しています。たとえば研究者の女性比

率なんかもこの中に含まれて計算されています。

それに加え、男女の所得差といったようなものを

トータルで表したものです。これは今申し上げま

したように、先進国の中では最も低いものになっ

ていると。 

 問題は、GEM が低いというだけではなく、HDI

と GEM が非常に大きなギャップがあるということ

にあります。しかし、他の先進国を見ると、たと

えば、ノルウェーは、HDI が１位、GEM が２位とい

うことで、だいたいこの２つにそんなに大きく違

いはないんです。アメリカも HDI は 13 位、GEM は

18 位という状況で、ひとつずつ国を見ていただく

とこの２つにあまり大きな差がないということが

おわかりになると思うんですけれども。日本はこ

こが本当に大きなギャップがある。国民全体とし

て、能力が開発され、暮らしやすい国であるのに、

女性の活躍度というふうな、女性の力をいかに社

会全体で活用できているかということから見ます

と、大きなギャップが生じているという。ある意

味で大変もったいない状況というのが、ここにあ

るということであります。 

 今日はデータではご紹介いたしませんけれども、

ダボス会議を主催している世界経済フォーラムが

発表しておりますジェンダーギャップ指数は、134

カ国中 94 位で、前年の 101 位から上昇しています

が、まだ女性が活躍するということでは、国際的

に見て十分ではないというふうに評価をされてい

るということであります。 

 よく言われておりますように、先ほども両立の

問題を申し上げましたけれども、特に日本の場合

には、女性の年齢階層別の就業率を見ていきます

と、Ｍ字カーブを描くというものです。これが日

本でありますけれども。出産や子育ての時期に一

旦就業率が下がって、また子どもが大きくなって

くると就業率が上がってくるという、こうＭ字カ

ーブを描いているわけであります。

 

 日本の場合も、このＭ字カーブの底が上がって

きていたり、全体が上がってきたりという状況は

あるわけですけれども、問題は、子育てをしなが

ら働いている女性の割合は、必ずしも上がってな

いと、むしろ増えているという状況がありまして。

未婚で働いている方の割合が増えているというよ

うな状況があります。 

 他の国をちょっと見ていただきますと、韓国な

んかも同じような状況に入っておりますけれども。

欧米諸国を見てまいりますと、アメリカ、フラン

ス、ドイツ、イタリア、スウェーデンといったよ

うな国は、出産、子育て期に谷になるというよう

な形を描いてないというのがおわかりになるかと

思います。 

 かつてはこれらの国々もＭ字であったり、それ

からへの字というような、最初が高くて下がって

くるというふうな状況だったんですけれども、子

育てしながら働きやすい、働きながら子育てしや

すいという環境を作っていったことによって、こ

のへこみがなくなっていくという状況。台形だっ

たりＵ字であったりというふうになってきており

ます。 

 先ほど申し上げましたように、子育てと仕事が、

両立できるような環境を作っていくということが

必要だというのが、このＭ字カーブということか

ら出てくる課題ではないかということであります。 

 これは非常におもしろい状況がございまして、

かつてはよく、女性が働く、女性が社会進出して

いく、働く者が増えていくと、少子化になるんじ

ゃないかというふうに言われていたと思います。

確かに女性が最初に進出し始めた頃、1970 年代と

いうのは、女性が社会進出し、労働力率の高い国

ほど、合計特殊出生率、子どもの数というのが減



っていたわけでありますけれども、それが 1980

年代ぐらいから、その両方の相関が無くなって、

1990 年代ぐらいから、逆に女性の労働力率が高い

国ほど、合計特殊出生率も高いという状況がでて

きました。 

 先ほど申し上げましたように、働きながら子育

てしやすい。子育てしながら働きやすいという環

境を作っていくことにより、この両方が上がって

きたという国が、欧米諸国の状況が多かったわけ

であります。こういうふうに見ていきますと、日

本は、労働力率も低いし合計特殊出生率も低いと

いう国であります。 

 ちょっとおもしろいのが、少子化対策の担当の

内閣府の政策統括官をしています村木厚子さんか

ら教えていただいたんですけれども、日本よりも

この労働力率、合計特殊出生率が低いというのが

３つあります。その国をちょっと見てください。

ギリシャ、スペイン、イタリアであります。この

３カ国だけが日本よりもこの両方が少ないと。こ

の３カ国の共通点なんですが、おわかりと思いま

すけれども。最近、財政金融危機で言われている

国ということでありまして、やはり、日本も国際

的な、経済的な競争力を考えていくと、この女性

の力を十分出し切れていない、あるいは子育てし

やすい環境ができていないというところは、ある

意味では国全体としても、危機に陥りかねないと

いうことがここから出てくるんじゃないかという

ことであります。 

 先ほど意識の問題を申し上げましたけれども、

これも国際的な比較調査をしますと、「夫は外で働

き、妻は家庭を守るべきである」、ということにつ

いて賛成か反対かということについて賛成だとい

う人の割合。日本は、男性も女性も、賛成だとい

う人の割合が他の国に比べて、日本は多いと。女

性の場合には、反対だという人の方が多いですけ

れども。他の国に比べると、我が国は賛成が多い

というのがおわかりになると思うんです。

 

 他の国を見ますと、先ほど韓国のＭ字カーブな

んかが同じような状態だと申し上げましたけれど

も、実は意識の点では、かなり日本と韓国の差が

あるということで。だいたい他の国を見ますと、

この問いについて、賛成だというよりも反対だと

いう人の方が圧倒的に多くなっているというよう

な状況があります。この意識の点も我が国の１つ

の大きなハードルになってきたということであり

ますけれども少しずつではありますけれども変わ

ってきて、最近の世論調査では、男性のほうも、

実はこれに賛成だという人よりも反対だという人

が上回ってきている。これはある種、経済的な状

況の問題なども意識の変化を加速しているという

ことがわかるかと思います。

 

 それから、よく言われますように、男性の家事、

育児参加というのが非常に少ないのではないかと

いうことで、だいたい乳幼児がいるどの家庭でも、

男性の育児・家事時間というのは１時間もないと

いうことになっているということで、他の国に比

べて少ないということです。 

 やはり日本は、家事、育児時間が少ない国で、



合計特殊出生率も低いと。OECD 諸国を見ると、男

性の家事、育児時間と合計特殊出生率の関係につ

いても、相関があるのではないかということが示

されているわけであります。 

 この男性の家事、育児の参加が少ないというの

は、必ずしも意識の問題だけではなくて、20 代、

30 代、40 代、その男性の労働時間を見ると、非常

に長時間労働化しているというのがございまして、

これが本来子育てに関わりたいんだけれども、な

かなかできないという、男性の方からも課題が提

起されているわけであります。

 

 そのように女性が働くことができるためにも、

それから男性が家事、あるいは地域活動なども、

仕事だけではなく、力を注いでいくことができる

ようにというためにも、仕事とそれから仕事以外

の生活が、個人が望むような形で調和できるとい

うような環境を作っていくということが非常に重

要ではないかということで、このワーク・ライフ・

バランスということが、政府全体でも推進される

ということになってきています。 

 このワーク・ライフ・バランスというのは、よ

く誤解をされがちなんですけれども。子育て期の

女性が、働きながら子育てできるようにするとい

うことだけで言われがちであったり、あるいは、

女性だけの問題、あるいは子育てだけの問題とい

うことになりがちであったり、あるいは、仕事と

生活とのバランスという言葉を、片一方が増えれ

ば、もう一方が減るという関係。なかなか両立し

ないという、関係の中で、片一方を増やすという

話ではないかというふうに誤解されてしまうこと

があるんですけれども。 

 これは最近では、ワーク・ライフ・シナジーと

か、ワーク・ライフ・マネージメントという言葉

の方が、そういう意味では誤解されなくていいん

じゃないかということも言われているように、そ

の片一方を増やせ、減らせという話というよりも、

むしろ自分が仕事、生活も、うまくコントロール

していく。そして、双方が相乗効果を生むような、

仕事の充実により、それ以外の生活ということも

充実し、生活の充実により仕事も充実をしていく

と。そういう関係を作っていけるような働き方の

問題であったり、子育てなどの支援の問題であっ

たり、そういった環境を作る制度を考えた時に、

そういうことが重要であるかというのがこのワー

ク・ライフ・バランスという考え方でありますし。

それは子育て期だけではなく、男女あらゆる年代

を通じて、これは課題になる言葉ではないかとい

うのが、このワーク・ライフ・バランスという考

え方であります。 

 これは先ほどから多様性と申しましたように、

多様な生き方、働き方を可能にするということで

す。多様性を生かすことができる社会を作ってい

くために、必要な考え方ではないかということを

思いまして。1990 年代から欧米で取組みが進めら

れてきておりますし、ブレア元首相が首相になら

れた時に、このワーク・ライフ・バランスという

のを非常に宣言をされて、イギリスは政府を挙げ

て取り組み、基金まで設けて、企業を支援しなが

ら取り組んだというように、欧米で取り組まれて

きて、我が国も、ようやくこの数年間、このこと

がいろんな角度から言われるようになってきまし

た。 

 これは、先ほど申しましたように、男女共同参

画とか、少子化対策だけじゃなく、経済的な活力

とかイノベーションとか、このようなことを考え

ていった時に、こういう多様な人を生かすことが

できるような環境づくりが重要ではないかという

ことで、仕事と生活の調和ということが、様々な

方向から言われて政府の取り組む方向になったと

いうことであります。



 

 平成 19 年末に、ワーク・ライフ・バランスの憲

章・行動指針というものが、これは政府だけでは

なく、経済界や労働界、それから自治体のトップ

が参加した形で作られているわけであります。 

 この憲章・行動指針の中には、３つ大きな考え

方が示されておりまして、就労による経済的自立

が可能であるというような社会を作っていこうと

いう。これは、たとえば働きたいという人が働け、

そして適正な就労がなされていくというような社

会を目指していこうということです。ワーキング

プアのような働き方ではなく、適正処理がされる

ような働き方、就労の確保ということを進めまし

ょうということです。第２は健康な生活、豊かな

生活のための時間の確保ということが重要だとい

うことで、長時間労働の是正などです。それから、

人生の各段階に応じ多様な働き方、生き方を選択

できるということで、まさに子育て支援であった

り、介護支援であったり、働き方の多様な選択肢

があるということです。こういった考えの下にい

ろんな政策が推進されるということで。たとえば、

育児介護休業法改正というのも、ひとつでありま

す。 

 それから、ワーク・ライフ・バランスの推進だ

けではなく、女性のエンパワーメントの促進とい

うことを進めていく必要があるだろうということ

です。

政策・方針決定過程の女性の参画が少ないという

ことでありますので、この第２次の男女共同参画

基本計画は、2005 年に設定された時に、2020 年に

社会のあらゆる分野において、指導的地位に女性

が占める割合を少なくとも 30％程度ということ

を努力目標に掲げております第３次の基本計画が、

５年後の 2010 年に策定されておりますけれども、

これもまだまだ変革が遅々としているということ

で、一層の取り組みを推進していこうということ

が出されております。

 

その他後で申し上げる科学技術の分野など、今

まで進んでいなかった分野の取り組みを進めてい

きましょうというようなこととか、一旦就業を中

断した後の再就職、再チャレンジを進めていきま

しょうというようなことが、今までの推進の方向

性として出され、取り組みがされてきているとい

うことです。 

 平成 20 年には、さらに３年計画として、少し取

り組みを加速しましょうということで、



特に活躍が期待されながら女性の参画が進んでい

ない分野、研究者もその１つになるわけですけれ

ども、重点的な取り組みを推進しましょうという

ような分野における推進を図っています。

 

 今、大分時間が過ぎてしまったんですけれども、

これから科学技術、学術分野の話をちょっと申し

上げたいと思います。科学技術、学術分野につき

ましても、全体として見て、少しずつ女性の割合、

女性の活躍というのが進んできているということ

でありますけれども、先進国で最も低い研究者の

女性比率ということであります。 

 変化しているということでは、平成 17 年から見

まして、少し増えてきているわけでありますけれ

ども、先進国の中では一番少ないということで、

女性研究者の割合は 13.6％。これは大学だけでは

なく、企業などの研究者も含めて、あるいは科学

技術だけではなく、さまざまな分野を合わせて

13.6％ということですが、たとえばアメリカで見

ますと、34.3％、こういうふうな状況であります。 

 先ほどからちょっと例に挙げさせていただいて

いる韓国につきましては、実は数年前は日本より

も女性比率が少なかったわけですけれども、それ

が急速に伸びまして、今や日本を 2 年位前から追

い越して、そしてさらにその差を広げつつあると

いう状況であります。 

 韓国の大学の中では、女子大で、梨花女子大と

いう非常に大きな大学がありますけれども、その

中で工学部を持っていたりするというように、女

性も科学技術分野でも活躍しやすいよう思い切っ

た取組を推進しているところが、こういうふうに

数字に表れてきているのではないかと感じていま

す。

 

 グラフにあるように理、工、農とか、上位の職

とかは低く、それから医学なども、医学部の比率

は、高そうに見えて実は医学科においては、まだ

まだ低いというような状況もあるわけですけれど

も。こういった自然科学系、そして上位職にいけ

ばいくほど、低い女性比率ということがあります。 

 

 学部・大学院学生から理系の女性比率が非常に

低いんですけれども、しかしそれ以上に研究者、

教員比率が低いという状況がございます。大学の

分野別の女性割合を職位別におりますけれども。



やはり工学などは非常に女性比率が低いと。教授

も 1.5％ですし、理、農も非常に低いということ

であります。 

 学生の方の比率も、理、工などは低いんですけ

れども、先ほどの教員比率の方はさらにぐっと下

がっている。これは世代の差もあるかと思います

けれども、しかし、たとえば農学部などにいきま

すと、学部なんか４割、大学院でも３割女性がい

るんですけれども、こちらの教員の方の比率は、

助教も非常に低いというのがおわかりになるかと

思います。大変大きなギャップがある状況であり

ます。

 

 では、女性が、どうしてこんなに少ないんだろ

うかということでありますけれども、能力に違い

があるのかと言いますと、断然その点については

データからも違う。ＰＩＳＡテストという、いわ

ゆるＯＥＣＤの学習到達度調査とあります。日本

の学力が上がった、下がったということで、ＰＩ

ＳＡテストというのが取り上げられているので、

名前は、最近、ご存知かと思いますけれども。Ｏ

ＥＣＤがやっている学力到達度調査のＰＩＳＡ調

査は、３年に一遍、行われ、発表されております

けれども。 

 これは知識を問う方の試験ではなくて、その知

識を生活に活用していくような能力、知識活用能

力を問うような試験であるわけですけれども。よ

く取り上げられるのは、読解力、リテラシーとい

うところで、日本が非常に低くなっているのでは

ないかという話が出てきております。数学リテラ

シー、科学リテラシーにおきましても、男女差の

ことは、あまり取り上げられてないようなんです

けれども。この発表されている報告書を見ますと、

この言語リテラシーのところについては、女性が、

ＯＥＣＤ平均で見て、非常に大きな有意差で上回

るということです。 

 この数学リテラシー、科学リテラシーを見てい

ただきますと、数学の方は、男性の方がちょっと

点数が高いということなんですが、10 点差なんで

すけれども、統計的に有意差はないというふうに

ＯＥＣＤの分析がされております。 

 科学リテラシーの方を見ますと、むしろ、科学

リテラシーの方は、女子の方が１１点、点数が上

だということです。しかし、これも統計的な有意

差はないというふうに分析されておりますので、

数学にしろ科学にしろ、統計的に男女の有意差は

我が国においてはないということが、このＰＩＳ

Ａテストの結果からも出ております。 

 これは、単に知識だけを問うということではな

く、その活用能力を問うということですので、か

なり考える力というところに関わってくる調査結

果だと思いますので、これを見ていただきますと、

こんなに理系の男女比率で大きな差が出るという

ことの理由にはならないということがおわかりに

なるかと思います。

 

 この女性研究者が少ない原因としては、やはり、

出産、子育てと仕事との両立がなかなか難しい。

あるいは研究者として、一旦中断するとなかなか

復帰が困難だったり、あるいは意識の問題、女性

は向いてないんじゃないかといったような間違っ

た先入観がまだまだ根強くあるのではないかと思

います。 

 あるいは、先輩研究者や先輩学生が身近にいな

いというようなロールモデルの欠如、あるいは、

研究者の採用、登用、評価のあり方の問題という

のがいろいろあるんじゃないかということが、言

われているわけであります。これは、アンケート



調査なんかを見ましても、これは後でお話いただ

きます相馬先生などもご協力いただいている、男

女共同参画学協会連絡会というネットワークによ

り学協会が、連携をして、男女共同参画の推進と

いうことで連携をして進めています。そこが行っ

ている調査でも、やはり家庭と仕事の両立問題と

か、育児期後も復帰が困難ということについて、

男女共に女性研究者が少ない理由として挙げてい

る方が多いですし、あるいは女性の方の回答では、

評価の問題。それからロールモデル不在の問題な

ど、多く挙げている。あと意識の問題です。

 

 女性研究者が働きやすい環境を作るために必要

なことということについては、これは文部科学省

が女性研究者が働きやすい環境を作るために必要

なことを聞いているんですけれども、勤務時間な

どの弾力化、先ほどもワーク・ライフ・バランス

として申し上げた働き方の弾力化や子育て支援の

充実など掲げられているわけであります。

 

 こういうことを踏まえながら、政府として政策

を推進しましょうということで、平成 17 年の第２

次の男女共同参画基本計画、それから 18 年に第３

期の科学技術基本計画で、女性研究者の活躍とい

うことを盛り込んだ経緯があります。 

 自然科学系全体の研究者の女性採用割合を

25％にしましょうということと、各分野の採用の

努力目標を掲げているわけですけれども。この数

字は何かと言いますと、先ほどもちょっと見てい

ただきました、博士課程の学生の女性比率という

ものを参考にしている数字がということです。こ

れは採用の比率ですので、全体に占める比率では

ないんですけれども、博士課程の数字をもとに、

こういった目標を掲げて推進していこうというこ

ととか、あるいは具体的な取り組みの方法につい

て明記しています。それを受けて、具体的な施策

が、平成 18 年度から始まり、各機関、大学なども

取り組みが始まった。この平成 18 年というのは、

そういった女性研究者活躍促進元年と言える年か

と思います。 

 その年に、私も内閣府の男女共同参画局に行か

せていただきましたので、ちょっと先ほどご紹介

いただいたような、政策の推進を、自分自身が政

策を立案したわけではないんですけれども、推進

に少しでも関わらせていただいたということであ

ります。

 

 そして、第４期の科学技術基本計画についてポ

イントだけ申し上げますと、いろんな制度につい

ては、研究と出産・育児等の両立に配慮した措置

を、競争的資金の資格や期間などについても考え

ていきましょうということです。それから、各機

関が取り組むべき事柄についてもいろいろ書かれ

ているわけであります。積極的な登用促進という

ことが述べられておりますし。 

 それから、女性研究者の割合のことについては、

これも先ほど申し上げましたように、博士後期課



程の割合を変えながら、各組織に女性の採用の目

標を設定をして、その達成状況を公開するといっ

たようなことで、積極的な取り組みにすることを

期待していますということが書かれています。 

 それから、先ほど上級の職に行きますと女性が

少なくなると言いましたので、単に全体の数だけ

ではなくて、職位別の割合なども把握をして報告

していくことが重要ではないかということとか書

かれているものであります。 

 現在行われている施策としましては、一旦、出

産、育児で中断した研究者に、研究復帰を支援し

ましょうということで、これは日本学術振興会特

別研究員の事業の中にこういった趣旨のものを、

特別枠として設けているということであります。

これは一応男女とも可ということになっておりま

す。まだ数が少ないので、まず女性ということに

なりますけれども、考え方としては女性に限らな

いと。

 

 それから、全体に働きやすい環境を作っていき

ましょうということで、今日、お集まりいただい

た、取り組んでいただいているような女性研究者

支援モデル育成があります。これが今、女性研究

者研究活動支援事業というふうに新しく名前は変

わってきておりますけれども、こういった、働き

やすい環境づくり、ワーク・ライフ・バランスの

推進ができるような環境を作っていきましょうと

いう、環境づくりが進められています。 

さらに、採用自体を支援する女性研究者養成シ

ステム改革加速事業というのも、12 大学で行われ

ていますけれども、これが新たに新規採用すると

いうのが打ち切られてしまいましたので、今はこ

の 12 大学だけというのは非常に残念だなあとい

うふうに思っております。先ほど見ていただいた

採用割合が少ない理・工・農で、女性を採用して

いくことを支援していきましょうということであ

ります。 

 それから、元々理工系に進む女性が少ないとい

うことで、女子中高生の理系選択を支援しましょ

うということで、たとえば研究者と実習や交流を

する機会を作ったり、理科のおもしろさというの

を伝えていくような実験教室、授業などを実施す

るという事業を、毎年しています。

 

 女性研究者支援モデル育成事業は、先ほど学長

からもお話がありましたように、平成 18 年度から、

スタートしまして、事業名が変わった平成 23 年度

も含めると 65 校ほどですけれども、この分布図を

見ると、今本当に全国でこの取り組みが行われて

います。 

 先ほどもお話されたように、この 22 年度採択で

四国はやってるんですね。私も、いつもこの図を

使って、だんだん取組の増えてくるのをお話させ

ていただいたんですが、つい最近まで四国は真っ

白でありましたので、ああ、早く取り組んでいた

だけたらいいなあというふうに思っていたわけで

すけれども、平成 22 年度から３大学が取り組まれ

るということで、急速に四国も取り組みが広まっ

ているというところで、大変うれしく思っている

ところであります。



 

 この事業を通じまして、本当にいろんな取り組

みがなされていっているということで、後で各大

学の取り組みを話したいと思いますけれども、保

育支援があったり、それから相談窓口制度などの

取り組みがあったり、それから働き方自体も多様

化ということになって、９時５時体制というのは、

お茶大が出して有名になったんですけれども、学

内の会議とか公式の会議などは、９時～５時の間

に絶対終わらせるというふうなことで取り組んだ

り、テレワークを導入するといったようないろん

な取り組みがなされています。 

 一番評判よかったのが、この研究支援者の配置

とか、それからコーディネーターの整備というと

ころでありまして、こういったことについては、

今、女性研究者支援モデル育成事業が、女性研究

者研究活動支援事業ということに変わっておりま

すけれども、その中で、コーディネーター整備と

か、研究支援者の配置などが、予算の上では中核

になっておりますけれども、実際に取り組んでい

る大学としては、様々な取り組みがされている状

況にあります。 

 ちょっと時間がなくなりましたので、話をはし

ょらせていただきますけれども、この事業自体、

もともと出産・子育てと両立を中心とした女性研

究者の支援であったり、あるいは自然科学のとこ

ろを中心にやっていたわけですけれども、これは

今、出産、子育てだけではなく、介護も含めて男

性にも広げていこうと、あるいは全分野を対象に

していこうといったように、広げてきているわけ

であります。

 

 まとめといたしまして、今まで申し上げました

ように、このように女性も活躍促進、あるいは大

学構内における多様な人材の活用ができる環境づ

くり、活躍できる環境づくりが非常に重要で、そ

の中にすべての人たち、女性だけの問題に限らず、

ワーク・ライフ・バランスということを考えてい

くことにより、女性も活躍が一層やりやすくなっ

ていくことであります。それから、それだけでは

なくて、やはり女性の教職員をターゲットにした

積極的な登用とか評価、育成も必要になるだろう

ということ。それから意識改革というところは、

非常に重要だというふうに思っています。 
 大学こそ、知的創造が行われ、多様な人材が育

成されるところとして、男女共同参画は欠かせな

いものであるというふうに思いますので、大学に

こそ、ぜひ取り組んでいただきたい、ということ

で、私の話とさせていただきます。どうもご清聴

ありがとうございました。

 

  



特別講演 「世界化学年と女性研究者」 

◯相馬芳枝氏（神戸大学特別顧問）

 相馬でございます。今日は愛媛大学にお招きい

ただきまして大変ありがとうございました。では、

「世界化学年と女性研究者」と題しまして、お話

をさせていただきます。

 「世界化学年」ってなんでしょうということな

んですが、小島先生の言葉でもありましたように、

昨年はキュリー夫人がノーベル化学賞をもらわれ

て 100 年目であり、同時に、ＩＵＰＡＣという、

化学のほうの世界の国際組織が発足して 100 年目

だということで、国連が 2011 年を「世界化学年」

と定めました。

 

 マリー・キュリーは皆様よくご存知のことでご

ざいますが、ポーランドで生まれまして、大学の

時にパリに出られました。そして、ピエール・キ

ュリーさんと結婚されまして、1903 年に 36 歳で

ノーベル物理学賞をもらっております。残念なこ

とに、旦那様が早くに馬車の事故で亡くなられま

して、跡を継いで初めて大学教授となられました

のですが、それがフランスにおいても、女性で初

めての教授の誕生であったそうです。1906 年のこ

とでございます。そののち、ノーベル化学賞をも

らわれたんですが、これが 44 歳の時です。その後、

レントゲン撮影を通じて、負傷兵の治療に当たら

れたんですが、放射能をたくさん浴びたというこ

とで、最後には白血病で亡くなりました。 

 キュリー夫妻の間にいらっしゃるイレーヌさん

ですが、この方がまた旦那さんと一緒にノーベル

化学賞をもらっておられます。家族で５つのノー

ベル化学賞をもらわれたということで、類稀なご

家族でございます。

 

 「世界化学年」のイベントといたしましては、

各国でシンポジウムが行われました。日本でも記

念シンポジウムが 140 カ所で行われました。それ

と同時に、女性化学賞というものが作られました。

女性化学賞の授賞式は、８月にプエルトリコで行

われたんですが、プエルトリコというのは、カリ



ブ海に浮かぶ美しい島でございます。ハワイのよ

うなきれいなリゾート地でございます。 

 受賞者は 16 の国から 23 名でございましたが、

その中で、目立った方といたしましては、2009 年

にノーベル化学賞を受けられたアダ・ヨナットさ

んがおられます。それからフランスからは、ＩＵ

ＰＡＣの会長でいらっしゃるニコール・モローさ

ん。そして、アメリカからは、アメリカ化学会の

会長さんでらっしゃるナンシー・ジャクソンさん、

タイからは、王室の王女様が受賞されました。

 

 これが授賞式の写真でございますが、非常に丁

寧な授賞式でございました。

受賞する人の写真が画面に映し出されて、どうい

う理由で賞をあげるというお話があったんです。

その中で、エスコートを受けて舞台に上がって、

記念写真を撮るわけでございますが、１人に５分

掛かりますので、23 人の授賞をやると、２時間掛

かります。その最後に、９時過ぎからレセプショ

ンということでございました。 

 女性化学者というのは、国によって状況が違い

ますが、まだまだマイノリティでございます。賞

をあげたって目立たないということで、見える化

を図るということで、各人の受賞理由がポスター

になりまして、ロビーに陳列してありました。

 

 授賞式の日は、朝からシンポジウムがありまし

て、科学の世界に男女差別はあるかというテーマ

でございました。国によって多少の差はあるもの

の、いずれも男女差別はあって、特に高い地位に

就く女性の数が少ないというのが、各国共通した

お話でした。写真はタイの王女様がお話になって

いるところです。 

 次に私の自己紹介でございます。私は有機合成

化学および触媒化学の仕事をしておりまして、金

属カルボニルという触媒を見つけました。触媒と

いうのは仲人さんのようなものでございまして、

反応しにくいもの同士を反応しやすい状況にする

というのが触媒でございます。

 

 オレフィンと一酸化炭素の反応は、かつては高

温高圧の条件でないと反応しないものでございま

したが、ここに銅カルボニル触媒を混ぜますと、

常温常圧でスッスッとほしいものだけが出てきま

す。△がオレフィン、一酸化炭素が◯でございま



して、この２つが触媒の周りで、好きよ好きよと

反応して、カルボン酸ができるということでござ

います。できたカルボン酸が、船底塗料とか、自

動車用の塗料などに使われています。 

 私の研究の目的でございますが、シンプルケミ

ストリーという仕事をやっておりました。

活性の高い触媒を見つけて、化成品の合成プロセ

スを簡易化しよう、省エネ的かつ環境にやさしい

合成プロセスを作ろうということでございます。 

 学生さんが就職する際に、化学は３Ｋだからと

言って敬遠する節がございます。しかし、私たち

が現在快適な生活をしているというのは、ポリエ

ステルが開発され、ナイロンが開発され、化学の

恩恵を大きく受けているのに化学を嫌うというの

はおかしいことでございます。 

 ですから、化学を３Ｋじゃなくて、きれいで簡

単に経済的に作るプロセスにすれば、愛される化

学になるんじゃないかというのが、私の希望でご

ざいました。

研究成果は、産業界のお役に立ちますし、研究発

表を通じて、世界中の研究者とお友だちになるこ

とができます。 

 もう１つ私が行った研究は、二酸化炭素の再資

源化でございます。最近、地球の温暖化が問題に

なっておりますが、温暖化をもたらす一番大きな

犯人は二酸化炭素だと言われております。そこで、

二酸化炭素を集めて、還元剤である水素と反応さ

せて、再度、燃料に戻そうというものが私の研究

でございます。そこで必要不可欠なのが、活性の

高い触媒でございます。触媒の介在のもとに、二

酸化炭素は、ガソリンやメタノールになります。

そして、再び燃料として、私たちの生活に使うこ

とができます。

 

 二酸化炭素は、発電所、または化学工場から回

収いたします。太陽電池を砂漠地方に設置いたし

ます。ここでおひさまのエネルギーを太陽電池で

電気に変えるわけでございます。おひさまのエネ

ルギーが電気に変われば、一応エネルギー問題は

解決されるわけでございますが、余剰のエネルギ

ー、電気ができた場合には、これを使ってて、水

を電気分解して水素を作ろうというわけです。そ

して、水素と二酸化炭素を反応させて、メタノー

ル、または炭化水素という燃料に変換いたします。 

 この研究の過程で思い出に残るのは、ノーベル

賞授賞式に参加できたことでした。1991 年、ちょ

うどこれは地球の温暖化が話題になっていた時で

ございまして、ノーベルシンポジウムのテーマが、

二酸化炭素の削減というテーマでございました。

招待状が来たんですが、ちょっとためらっており

ましたところ、このノーベルシンポでしゃべった

ら、おまけにノーベル賞授賞式に出してあげるよ

と言われまして、私はおまけにつられて、そのシ

ンポジウムで話してきました。 



 

この左側にいらっしゃるのが、その年の受賞者で

いらっしゃいまして、右側に王室関係者が着席さ

れます。ノーベル賞はグスタフ国王からそれぞれ

の受賞者に渡されます。後ろにいらっしゃるのは、

かつての受賞者でいらっしゃいます。利根川先生、

福井先生、そして江崎先生がいらっしゃいます。

ちょうど 90 周年だったので、盛大にノーベル賞授

賞式をやろうということで、かつての受賞者の方

も参加されておりました。

 

 ここから、女性研究者支援のお話です。先ほど

板東先生がおっしゃいましたように、理工系は女

性研究者が少ないというのが特徴でございます。

そこで、理工系の学協会の者が協力いたしまして、

女性研究者が働きやすくし、しかも女性研究者を

増やすように連携して活動しましょうということ

で、男女共同参画学協会連絡会というのが出来ま

した。平成 14 年のことでございます。 

 

当時は、30 の学会でスタートしたんですが、現在

は 70 を超える学協会が加入しております。赤で示

してある学会が、幹事を１年ずつ交代してやって

きました。連絡会は何をやったかということでご

ざいますが、最初にアンケート調査を行いました。

５年ごとに、定点観測のようにアンケートをやっ

ておりまして、第３回のアンケートをやろうとい

う話が持ち上がっておりますので、また皆様、ご

協力いただきたいと思います。 

 それと一番大きなのは、男女共同参画社会を実

現するための要望書というのを、政府及び関係者

の方々に毎年出しているのでございます。たまた

ま私が第３期の委員長をさせていただいた時に、

第３期科学技術基本計画の中に、男女共同参画社

会を実現するような項目を増やしてくださいとい

うお願いをしにまいったんでございますが、その

時にご指導くださったのが塩満先生でございます。 

 最近のことを振り返りますと、仕分けで女性研

究者支援に関する予算が縮小しております。ここ

で現場の女性たちが、縮小しては困る、継続・拡



大してくださいという声を政府に届けなければい

けないと思います。

この中にも学協会に、理系の学会に参加してらっ

しゃる方が多いと思いますので、この連絡会とい

う組織でもって、要望書を政府及び関係機関に出

すということをしていただきたいと思います。 

 文科省及び内閣府の方々のご尽力で、第３期科

学技術基本計画で、女性の採用を 25％にしようと

いう目標が定められまして、第４期基本計画では、

さらに 30％に近づけることが望ましいというこ

とも書かれております。

先ほど、板東先生がおっしゃいましたように、モ

デル支援事業やシステム改革加速事業が現在進ん

でおります。 神戸大学の取り組みを簡単にご紹

介いたします。まず、ポジティブアクションを作

りまして、国全体の採用目標は 25％なんですが、

神戸大では、20％をまず実現しましょうという目

標値を立てました。それから、神戸大独自の試み

といたしまして、育成研究員を採用して、この人

たちを研究室に貼り付けて、研究力をアップして

もらい、教官に採用しようということを行いまし

た。５人の人が採用されましたが、このうち３人

が教官に採用されまして、残る２人も現在類似の

職員になっております。

 

 それから、育児中の研究者に研究支援をしてい

くということを行いました。

この結果、学術賞をもらったり、２番目の子ども

さんができたりしましたし、それから支援者の大

学院生の心に火がつきまして、博士課程に進学し

てプロの研究者を目指すというよい波及効果があ

りました。    

 次に、メンターの制度を作りました。メンター

と若手研究者が出会う場所はキャリアカフェでご

ざいまして、この場を通じて、自分の相性の合う

メンターを探して、相談に乗ってもらったわけで

す。この件で、日本生産性本部から年間アワード

(優秀賞)をいただきました。 

 次に加速プログラムは、22 年度からスタートい

たしまして、2010 年に神戸大学の理工農の女性研

究員はわずか 24 名でございました。これを５年間

に、21 名以上の女性を採用して、女性教員を倍に



しようという目標で、現在順調にプログラムは進

行しております。 

 

採用しただけではいけませんので、力を付けても

らわなければいけません。

研究費を付け、メンターを付け、スキルアップと

いう名の研究支援を行います。学会参加や、英文

校閲を支援するということで、援助しております。 

 それから、人気の高い、育児中の研究者に研究

支援員を付けるということもやっておりますし、

キャリアアップカフェを頻繁にやっております。

そして、意識改革を行うということをやっており

ます。 

 更に、新規採用の女性研究員だけではなく、既

在籍研究員にもこの支援を行いまして、その結果、

研究費を獲得したり、昇進したり、学会賞を受賞

するというふうな形で、目に見える形で力を付け

てもらいたいと思っております。 

 それから、研究者の卵を増やそうということで

ございますが、女子中高生を対象に、理系にいら

っしゃいという、関西科学塾をやっております。

これは今年で６年目になりまして、これは去年の

写真でありますが、200 名以上の女子中高生が来

てくださいました。 

 この科学塾では実験をしてもらうことに力を入

れておりまして、実験を通じて感動してもらい、

そして、理工系はおもしろいなあ、理工系に行こ

うというふうに思ってもらうということで、手間

暇掛かるんですが、実験をしてもらっています。

これは、お酒に強い人、弱い人という実験でござ

います。お酒に強いか弱いかというのは、アセト

アルデヒドを分解する酵素があるかないかという

ことなんでございますが、口の中の細胞を取って、

細胞を増殖して、試薬で分析いたしますと、分解

酵素があるかないかというのがわかります。 

 下は超電導の実験でございまして、２つの磁石

を液体窒素に入れると、上側は浮くという実験を

見せているところでございます。この超電導磁石

というのは、リニアモーターカーに使おうという

ことで、現在計画が進んでおります。お遊びでご

ざいますが、風船の中の空気を、液体空気にする

という実験も行いました。この風船を液体窒素の



中に入れますと、シューッと縮みまして、底に無

色透明の液体空気ができてまいります。 

 この７年間、文部省のご支援によりまして、女

性研究者支援が随分進みました。しかし、この女

性支援を一番早くからやられたのは、猿橋勝子先

生でございます。

女性研究者がどこにいるかということさえ注目さ

れていない時代に、猿橋賞というものを作って、

女性研究者を励まして来られました。猿橋先生は、

女性研究者の母と呼ばれておりますが、地球科学

者でございまして、二酸化炭素の分析をされて、

東京大学から理学博士の学位をもらわれました。 

 ビキニの水爆実験があった際の死の灰を分析さ

れて、一躍有名になられました。リタイアされた

後に、日本学術会議の初めての女性会員になられ、

その後、エイボン女性賞をもらわれたり、いろん

な賞をもらっておられます。そして、猿橋賞を作

られたということで有名です。

 

 1954 年にアメリカがビキニ環礁で水爆実験を

行なっておりました。ビキニ環礁というのは、ハ

ワイとフィリピンのちょうど中間にある珊瑚礁に

囲まれた美しい島でございます。それと知らず、

第五福竜丸がマグロを捕りに行っておりました。

３月の早朝に、非常に激しい光が出て、7 分後に

ドカンと大音響が上がり大騒ぎになったわけです。

これがビキニの水爆実験でございまして、乗組員

23 名全員が、急性原爆症になりました。その中の

１人の久保山愛吉さんという方が、半年後に原爆

症で亡くなられました。その時の死の灰を分析さ

れたのが猿橋勝子先生でございます。 

 死の灰の成分というのは、珊瑚が熱分解したも

のでございます。珊瑚は、大理石と同じ成分でご

ざいまして、炭酸カルシウムを主成分とするもの

でございます。珊瑚はブローチにもなっておりま

すように、とても硬いものでございますが、これ

が高熱で分解しまして、酸化カルシウムという小

麦粉のようなふわふわの粉になります。この粉が

放射能を浴びて、落ちてきたのが死の灰でござい

ます。 

 その分析をいかにしてやられたかということで

すが、微量拡散分析法というのがございます。こ

のような装置でございますが、手の平に乗るよう

な、シャーレの中にシャーレを入れたような二重

構造にしたものです。真ん中に酸性の液体があっ

て、そこに死の灰を入れます。そして、外側に濃

度のわかったアルカリ水溶液を入れまして、発生

した二酸化炭素を吸収させ、炭酸成分の量を分析

したわけです。

 

次に道場破りといわれる、分析競争をされたとい

うことは、あまり知られていないのでございます

が、ビキニの水爆実験があった後も、アメリカと

ソ連が原爆の開発競争をしておりました。太平洋

の空が実験の結果汚れたわけでございまして、日



本、アメリカ、フランスが、海水や大気の分析を

行いました。 

 その結果、データを比べると、日本近海のセシ

ウム 137 の濃度は、カリフォルニア沖の海水の濃

度よりも５倍から 10 倍高かったわけでございま

す。１桁高かったわけでございます。これに対し

て、日本はデータを捏造しているのではないかと

いう疑いがかけられました。この差がどうしてで

きるかというわけでございますが、放射性物質は、

海流に乗って、フィリピンの沖まで移動いたしま

す。そして、黒潮に乗って日本にきて、さらに潮

の流れに乗ってカリフォルニアまでいきます。だ

から、上流側の濃度が高くて、下流にあるカリフ

ォルニアでは１桁濃度が低くなっているというの

は当然なんでございますが、捏造しているのでは

ないかという疑いが掛かったわけでございます。 

 そこで、じゃあ、日米の放射能分析方法の総合

比較をやりましょうと、日本側が提案したわけで

ございます。これは日本の猿橋先生の上司の三宅

泰雄先生が提案なさいました。分析する場所は、

アメリカのカリフォルニア大学のスクリプス研究

所にしようということになりまして、選手としま

して、日本側は猿橋先生、アメリカはフォルサム

という研究者で、日本を批判していた急先鋒でご

ざいます。結果といたしまして、日本の分析デー

タの方が、10％近く高い、バラつきも少ない。要

するに猿橋先生が勝たれたということでございま

す。 

 この分析競争の詳細は、あらかじめ濃度のわか

った資料を、２人の研究者に渡して、その回収率

で競ったわけでございます。普通であれば、濃度

の同じものを渡すのでございます。しかし、ここ

で許されないのは、アメリカにはより高い濃度の

サンプルを渡し、日本側にはより低い濃度のサン

プルを渡したわけでございます。ごく微量の濃度

のものを回収するのですから、非常に難しいので、

濃度の薄いものを与えられた日本側は非常に不利

でございます。しかし、分析競争の場では、それ

をご存知じゃなかったので、猿橋先生は何も知ら

ず、通常のようにデータを出され、しかし、勝っ

たわけでございます。これを見て、アメリカの研

究者たちは、日本のいっていることが正しいと、

初めて日本に敬意を示したわけでございます。 

 その際分析方法が違ったわけです。日本はＡＭ

Ｐ法といいまして、リンモリブデン酸アンモニウ

ムを使い、アメリカは、NIFER 法と言いまして、

フェロシアン化ニッケルを使ったわけです。なぜ

方法が違ったかというのは、ごく薄い濃度の放射

性物質を分析する方法が確立していなかったわけ

です。ですから、日本、アメリカは、それぞれ自

分が一番いいと思う方法でやったわけで、日本の

方法のほうが優れていたわけでございます。日本

はそののち、放射性物質の測定方法として、ＡＭ

Ｐ法を公式の方法として採用いたしました。 

 猿橋先生が常々おっしゃっていた言葉ですが、

社会に貢献しなさい。そして、実績を残しなさい

ということでございます。その女性の地位は低い

から、女性を上げてくださいと言うのでなく、実

績で示しなさいとおっしゃっていたわけでござい

ます。 

 最近、文科省で女性支援の予算をいただけるよ

うになりまして、非常にありがたいことでござい

ます。しかし、ここで女性の私たちが忘れてはい

けないことは、大きな成果を出さなければいけな

いということでございます。インパクトファクタ

ーの高い雑誌に論文を出すというのは当たり前の

ことでございます。ここで、目に見える形で、研

究費を取ってきたり、学会賞を取ったりするとい

うことで、結果が目に見えるような形にして、昇

給、昇格をしていくということが大事だと思って

おります。

 

 猿橋先生は、後に、猿橋賞というのを作られま

した。受賞者たちはこの中に示されておりまして、

皆様方のご存知の方もいらっしゃると思います。

この人たちは、ミニ猿橋として、若い人たちを励

ます行動をしております。 



 

科学技術の発展には、多様性が必要だというのは、

板東先生がおっしゃった通りでございますが、女

性の参画が、いかに進んでいるかということが、

多様性の指標になると思います。 男女共同参画

が実現されて、活気のみなぎる日本になることを

切に願っております。ご清聴ありがとうございま

した。 

 

 



 

パネルディスカッション 

 

○コーディネーター土屋卓久氏 

（愛媛大学地球深部ダイナミクス研究センター教

授） 

 ただいまから、パネルディスカッションを開催

いたします。私は司会進行を務めます地球深部ダ

イナミクス研究センターの土屋と申します。本日

は宜しくお願いいたします。「若手研究者が輝く大

学とは」をテーマに、パネリストには四国内国立

５大学の若手研究者の方々を、また、引き続き板

東様にはコメンテーターをお願いしております。

最初に各先生方に、研究者としてのこれまでの歩

みと大学への要望をお話いただきたいと思います。

まずは西本先生からお願いします。 

 

○西本佳代氏 

（香川大学教育・学生支援機構 特命助教）  

こんにちは。香川大学の西本と申します。よろし

くお願いします。座ったまま失礼いたします。 

 まずは私から、これまでの自分の研究の内容と、

大学にお願いしたいことの２点、お話しさせてい

ただきます。これまでの自分の研究ということで、

今まで何をしてきたのかなというのを振り返って

みたんですけれども、なかなか研究と言えるレベ

ルのものまでいっていないなというのが、正直な

ところでしたので、タイトルにカッコして「お勉

強」というふうに書かせていただきました。

 

 2002 年の４月に広島大学教育学部第５類教育

学系コースというところに入りました。元々研究

者に対する漠然とした憧れがあったのですけれど

も、この道に進もうと思ったのは、学部生の頃に

受けていた授業がきっかけでした。 

 教育史の授業だったんですけれども、歴史的に

物事を見ることによって、自分がこれまで常識だ

と思っていたものを、違った視点から見ることが

できるということを知りました。この物の見方の

おもしろさにすごく惹かれまして、もっと勉強を

進めてみたいなと思いました。 

 そしてその後、卒業論文、修士論文と、昭和初

期の中学校入試改革を題材に扱いました。そのま

ま博士課程の後期へ入学しまして、どうやって博

士論文をまとめようかなと思っていたところに、

就職のお話をいただきました。今度は学生支援に

関する内容です。少し迷ったんですけれども、思

い切って高等教育の勉強を始めることにしました。 

 香川大学でのお仕事は、このようなことをさせ

ていただいております。

2008 年に就職しまして、それから昨年の３月まで

新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラ

ムという事業の非常勤教員をしておりました。そ

して昨年の４月からは、大学生の就業力育成支援

事業の非常勤教員をしております。 

 学生支援であったり、就業力を高めるためのプ

ログラムを回していくことが仕事です。学生と一

緒になって活動するとともに、研究としましては、

大学生の実態を調査し、教育であったり、支援の

あり方はどうしたらいいんだろうか、検討してい

ます。 

 このようにして香川に来て３年半が経とうとし

ているんですけれども、その中で私なりに感じた

大学に対してのお願いを、これから３点、お話し

させていただきたいと思います。



 

 

 まず１点目、やはり常勤の仕事が欲しいという

のが正直なところです。今日は女性研究者の育成

ということですので、女性としての視点を考えた

んですけれども、その前にやはり常勤の仕事に就

きたいというのが一番の希望かなと思います。こ

れは私だけでなく、全国的な若手の問題です。数

年前に高学歴ワーキングプアという言葉もはやり

ました。 

 ですので、大学へのお願いというよりはむしろ、

若手の現状報告として、せっかくこういった場で

お話しさせていただく機会を得ましたので、一言

申し上げられればと思いました。 

 そして二つ目は、育児支援です。

結婚だったり、出産の予定というのは、全くござ

いません。ただ漠然とした不安はあります。「でき

るかな」というふうに書かせていただきました。

というのも、研究したい、いい母親になりたいと

いう両方の願望を思っているからです。 

 東大の本田先生などが言われているのが、パー

フェクトマザーへの圧力というのが近年高まって

いるということです。このパーフェクトマザーは

何かというと、お勉強はもちろんできるし、人間

的にも素晴らしい、そういったパーフーェクトチ

ャイルドを育てようという母親のことを指すんで

すけれども、こういった圧力が高まる。それによ

って自分が子どもを持つかどうか、あるいは子ど

もを産んだ後に仕事を続けるかどうか迷う女性が

増えているようです。まさに自分もこれにあては

まっているなと思いました。 

 ですので、大学の育児支援を受け、両立されて

いる先輩の姿をたくさん見ることができると、そ

れで自分の背中も押してもらえるのではないかな

と思いました。 

 そして最後は介護支援です。

昨年、一昨年と末期がんの母親の介護を経験しま

した。こればかりは非常勤だからできたことだっ

たのかなというふうに思っています。大学での役

割であったり、責任が増した場合、あるいは今、

そういった状況にある方々はどうしたらいいか。

介護休業が取りやすい、あるいは在宅勤務などが

認められる環境というのがあれば、ありがたいな

と思いました。以上です。ありがとうございまし

た。 

○コーディネーター（土屋） 

 ありがとうございました。それでは続きまして、

次は徳島大学からおこしいただきました、徳島大

学大学院ソシオテクノサイエンス研究部助教でい

らっしゃいます真田先生、お願いします。 

 

○真田純子氏 

（徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究

部助教）  

皆様、こんにちは。徳島大学の真田と申します。

では私の研究生活と題しまして、ちょっと自己紹

介をさせていただきたいと思います。 

  



 

 まず専門なんですけれども、ちょっといっぱい

並んでいるのですが、ベースは景観工学というの

をやっていまして、その中で研究をしていくうち

に、緑地計画史であったりとか、特に戦前、昭和

前期の緑地計画史であったりとか、あと都市計画

史が専門になっています。 

 徳島大学に来てから建設工学科という土木の学

科に入りましたので、最近は土木の歴史について

もやっています。こういうのが専門になっていま

す。 

 経歴なんですけれども、1993 年に東京工業大学

に入りまして、そのままいろいろ進んでいったん

ですが、2005 年に博士課程を修了して博士をとっ

ています。ちょっと引き算をすると年数がありま

すけれども。2007 年に徳島大学に来ておりますの

で、博士号をとってからも２年あります。 

 就職先がなくて、建設コンサルタントで２年間

アルバイトをしていたんですが、運良く 2007 年に

採用してもらいまして、今の職業に就いておりま

す。 

 研究者になったきっかけを話してくださいとい

うことでしたので、これを用意したんですが。学

部の時にイタリアに留学することができまして、

景観を勉強していましたので、いろんな町並みを

見て歩こうと思って、いろいろなところに行きま

した。そうすると、学部時代の知識で、

いろんな町並みが揃っているのがいいとか、歴史

的なのがいいというふうな情報を得て、イタリア

に行こう、イタリアはそういうところだと思って

行ったのですが、こういうローマの広場みたいな

ところもあれば、一方で、こういう、ここに私は

半年間住んでいたんですけれども、こういう所も

あるわけです。

中がこんな感じになっていて、同じように歴史的

で揃っていても、受ける印象が全然違うというこ

とを体験しました。

 
 その時に町について、もうちょっと詳しく考え

てみたい。歴史的だとか揃っているとか、そうい



 

う表層的なことではなくて、もっと人間の内面の

部分、意味的な部分も関連して景観の良さという

のが出ているんじゃないか、ということを考えて、

そういうところを、もっと追究していきたい。そ

うすると物を作るような、設計するようなコンサ

ルタントとかゼネコンのようなところでは、なか

なかそういうことはできない。研究者でしかでき

ないことじゃないかと思いまして、研究の道に進

むことにいたしました。 

 修士課程に進んでからは、緑地、緑がいい、自

然があればいいというふうによく言われるんです

が、それもそうじゃないだろうということで、ど

ういうふうに緑を捉えてきたのかというのを、ち

ょっと歴史的に考えたり、そういうのをまとめま

した。

 
 それで博士課程では、東京緑地計画という大き

い計画が戦前期にあったんですけれども、それに

ついてまとめまして、出版社の方に声をかけてい

ただきまして、運良く博士論文を出版することも

できました。 

 そういうふうにしてどんどん専門が広がってい

ったんですけれども。

ここは景観工学を書き忘れていますけれども、今

やっていることは景観工学プラス、都市計画史、

緑地計画史、土木史といったような、文献を使っ

たりとかしてできるような、いわゆる本当に研究

者らしい研究ということと、あとこの下の２つが

健康まちづくり、生活風景の保全と書いてありま

すが、徳島に来てからはじめた活動です。今まで

東京で見てきたような、人が作った人工物によっ

て作られている景観とはまた別に、一次産業が作

っている畑とか田んぼの景観というのが非常に大

事なんじゃないかというふうに思ってはじめたも

のです。

 
 その一方で、そういう一次産業の担い手が減っ

ているということで、そういう景観いいよねと言

って、棚田とかを見て歩くようなことが、今はや

っていますけれども、実際にこのまま放っておく

と、そういう風景は知らない間になくなっていく

んだということを強く痛感しました。そういうこ

とをなんとかするために、どうしたらいいかとい

うことを、今、考えようと思っています。でも、

方法論は全然ありませんので、まずは、こういう

ところが徳島の美郷（ミサト）という吉野川市に

あるんですけれども、

こういう所に行って草刈りをして、肥料を作るた



 

めの肥料を、茅を刈っているんですけれども、こ

ういうのをやったりとか、石積みを手伝わせ

てもらったりとか、そういうちょっと内側からの

視線を獲得して、それからこういう所に対して何

をするべきかというのを考えようというふうに、

長期戦で、中山間地の風景の問題に取り組もうと

いうふうに思っております。 

 それプラス学会での仕事がいっぱいあって、

私がいろんなものを専門分野に持っているので、

学会だけでも、今３つ入っているんですが。それ

ぞれに査読の委員会であったりとか、いろんな仕

事が回ってきて、土木学会は大きいので、その中

に研究委員会というのがあって、そこにも専門が

いっぱいあるので、景観デザイン研究委員会とか、

あと計画学研究委員会とか、土木史研究委員会と

か、それぞれのところで、何か私にいろんな仕事

を頼むと。それプラス本体のほうの仕事も回って

くるということで、かなり学会活動が忙しくなっ

ております。 

 大学に要望することとしては、先程申しました

ように、本当の今抱えている日本の国土の問題に

対して、長期戦でやろうと思っているので、こう

いうふうな評価だけでは、なかなか難しいのでは

ないか。特に中山間地に抱える問題なんかは、国

際的に評価されるかどうかというと、相当怪しい

ものがあるので、全ての研究が国際的なグローバ

ルな舞台で戦えるわけではないということを、理

解していただきたいなというふうには思っていま

す。 

 あとは学会活動をどれぐらい評価していただけ

るか。学会活動をどれぐらいやっているかに関わ

らず、学内の持ち回りの役とか回ってくるので、

非常にそのへんも考慮してもらえたらいいかなと

いうふうには思っています。

 
 あとは今年、数十万円単位の学内の競争的資金

も、ちょこちょこ幾つかもらったのですが。そう

すると今、報告書攻めにあっていまして。実際に

自分のふところには全然入らなくて、学生の研究

謝金とかになっているんですが。でも報告書は私

が書くということで、お金を獲得するほど忙しく

なるという矛盾があるなというふうに思いました。

頑張れば頑張るほど、自分の作業プラス事務手続

きが増えてしまうということがありますので、こ

のへんをもう少し考慮していただいて、頑張って

いる人達に事務手続が簡略化されるような制度が

あったらいいなというふうに思っています。以上

です。ありがとうございました。 

 

○コーディネーター（土屋） 

 どうもありがとうございました。それでは続き

まして、鳴門教育大学大学院学校教育研究科准教

授でいらっしゃいます梶井先生、お願いいたしま

す。 



 

○梶井一暁 

（鳴門教育大学大学院学校教育研究科准教授） 

鳴門教育大学の梶井です。よろしくお願いいた

します。では座ってお話させていただきます。 

 私は育児休業取得の経験があるという観点で話

をしたいと思います。恐らく私がパネリストに推

された唯一の理由はこれだからと思っています。 

 まず私は研究者として、私は専攻・関心は教育

学にあたります。

その中の特に歴史的角度から教育を考えるという

研究で教育史となります。とりわけ前近代に関心

がありまして、江戸時代等の庶民の教育、あるい

は学問、知識の獲得などを研究しているというの

が、私の特徴になっています。 

 またイギリスの教育にもここ数年関心を持って

おりまして、2008 年、在外研究でイギリス、バー

ミンガム大学にテーマを伸ばす機会を得て、こう

した研究を展開していっています。 

 またこの四国の大学に奉職したということもあ

りまして、元来から教育と宗教に関心を持ってい

たんですけれども、写真で示していますように、

四国遍路を生かした学生教育に、ここ数年取り組

んできています。これは研究としてもやっていま

すけれども、授業としても進めているものです。 

 最近の実践としまして、その学生教育、歩き遍

路体験を組み込んだ授業、２単位を出すというの

を大学院、学部においてやっています。それは私

だけではなくて、10 人ぐらいの教員で担当してい

るんですけれども、その実際的な担当者として加

わっております。その内容については、ここでは

時間がないので詳しく話すことはできませんが、

その単位が出るという授業をやっています。 

 そしてこちらに出しているものは、それの応用

編、実践編になるんですけれども。実践的研究と

して、こちら、学生が中学生達を引率して歩き遍

路を行うという実践も行っています。実は明日、

明後日２日間、徳島の南のほうを、約 50km～60km

ぐらい歩きに出かけるということです。教師にな

って行こうとする学生が、教室、あるいは学校と

は違う生徒達の顔を見る。言動を見る。それによ

って、より生徒理解を深めてもらう。指導力を高

めてもらうというのがこの体験から見られます。 

 中学生からすると、この厳しい体験を友達と共

有するということを通じた情操的な何か意味を持

たせることができるのではないか。そうした観点

からこうしたことの取り組みをやっています。こ

れがまず私の一つの紹介になります。 

 続いてこちらの白いスライドになりますが、教

育関係でいろいろ授業を見たり、今、

卒論、修論の指導でもてんやわんやの時期ですけ

れども、そういうことも行ってきていたり、当然

学内の委員会、あるいは地域貢献で高校のほうに

出張授業に出てみたり、あるいは市のほう、学校

統廃合の委員の方に行ってみたり、こうしたこと

もやりながら、現在活動中です。 

 

そして今日の話の中心になるわけですけれども。

私はこのように研究教育、あるいは業務等に携わ



 

りつつ、育児休業を取得いたしました。それは

2009 年 10 月から 2010 年８月までの約 10 カ月間

です。私的なことになるわけですが、子どもが

2009 年８月に誕生して、保育所には 2010 年７月

に入ったんですけれども、この間、私が取ると。

妻も仕事をしておりまして、どちらかが家にいる

必要があるということで、相談した結果、私が取

るということになりました。 

 それを大学のほうに話していくということで、

いろいろあるわけですけれども。まずは授業を一

緒に担当していたり、ゼミを共有している先生に

相談して、そこから具体的な話を進めていったと

いうことです。その間、いろいろ非常勤講師の申

請、分担授業、こうしたこともクリアしていきな

がら、育児休業を取得させていただきました。 

 その時の子どもとの日々ということですけれど

も、これは子どものタッチケアに行っているとこ

ろです。その間、ミルクを飲ませたり、離乳食を

作ったりということもしました。

またポリオなどのワクチンの接種に子どもを連れ

て行くとか、そうした日々を過ごしました。 

 その頃はイクメンという言葉が流行し始めた時

でもありました。

私はこの当時、よく知りませんでしたけれども、

この時、地方自治体の長が取ったりということも、

いろいろ話題になりました。メディア等でも出て

くる中で、最近私も知ったんですが、こうしたコ

ミックも出ているそうです。 

 私もこのイクメンに仲間入りしたのか、という

ことになるわけですけれども。私のこの時の、ご

く簡単な感想ですけれども、イクメンと言われる

と、何か一つの分類、あるいはラベルを張られた

気がして、なんかお父さん頑張ってていいですね

とか言われたりすることは、うれしいし、支えに

なるんですが、何か枠の中にはめられるという思

いも入り混じっているものでした。 

 そして最後ですが、アカデミクス、我々にとっ

ての育児は何かということです。

私はこのように育児休業を取ることができたんで

すが、これはひょっとしたら、恵まれた幸運な事

例に過ぎないのか？ということです。私が最初に

訪ねた教授は、「あなたの仕事はできる限り私が引

き受ける」とすぐ言ってくれました。これに押さ

れて、執行部まで話を持っていって、ＯＫという

ことになりました。これはごく恵まれた事例なの

かということです。 

 そして職場復帰後、私はいろいろ評価の不安と

かいうことも周囲から聞いていたんですけれども、

別に授業担当をめしあげられることもなく、研究

費も今もらっていますし、ゼミ生もちゃんとつい

ています。ただし、この実態に具備した制度とは

何かということを考えることがあります。私は取

ることができたのですが、制度上、本当に取って

いくことができる、あるいは雰囲気等も含めて、

これらのことはどうなっていくのかということに

ついては、私の中においても、まだ課題だという

ことです。以上です。 



 

 

○コーディネーター（土屋） 

 ありがとうございました。続きまして、高知大

学教育研究部准教授でいらっしゃいます島村先生

にお願いします。 

 

○島村智子氏 

（高知大学教育研究部准教授） 

 こんにちは。高知大学の島村智子です。今日は

よろしくお願いします。座って失礼します。 

 先程、長い部門の名前が紹介されましたけれど

も、私の教育担当は、農学部農学食料科学コース

ということで、いわゆる高知大学農学部に所属と

いうことになります。専門は食品化学、食品機能

学、食品分析学でして、これは学生時代からずっ

と同じようなテーマでやっております。 

 経歴といたしましては、2002 年３月に学位を取

りまして、その後すぐに東京にある私立大学の食

品科学科の助手、今で言う助教ですが、として採

用されまして。ここでは卒業論文が選択科目とい

う大学でして。毎年３年生が 20 名ずつ研究室に入

っていって、そのお世話をしているというふうな、

研究ということに重点を置いたような大学ではな

かったという印象です。 

 その後、2005 年 12 月に高知大学のほうに着任

しまして、そのまま現在にいたっております。 

 私事ですが、2009 年に結婚をしまして、パート

ナーも同じ農学部の教員です。それから 2010 年１

月に出産をして、その前からですから 2009 年 12

月から産休を取って、そのまま 2010 年の９月まで

育休を取りました。2010 年の 10 月ですので後期

ですね。後期の授業から復帰して、今にいたって

おります。

 

 研究者になったきっかけというのは、元々どう

も自分は普通の会社で働くのには、ちょっと向い

てないんじゃないかなと思ったところに、今の上

司ですが、指導教員の先生と先輩学生が非常に熱

心に指導してくださいまして、非常に珍しいこと

ではありますが、修士学生の時代にこういった感

じで筆頭著者で論文を発表する機会に恵まれまし

た。これで非常にこういった達成感を得ることが

できまして、研究がスムーズに行ったこと、それ

からこういった貴重な機会をいただけたというこ

とで、研究の楽しさであるとか、それを皆さんに

知ってもらう楽しさというのを知ったというのが、

研究者になるきっかけだと思います。 

 現在は学生時代からずっと取り組んでおります

牛乳関係に関するようなテーマに加えて、高知大

学は地方大学ですので、地域との連携ということ

で、こういった高知県の市町村の特産品、自治体

が望んでいるような、推していきたいような産品

に関して、その機能性を明らかにするというよう

な仕事をしております。

 

 自分の研究の経歴なんですが、これは自分が発

表した論文を年代ごとにまとめたもので、学生時

代はコンスタントに２本ずつ

出て、前職の 2003 年、2004 年は学生時代の名残



 

みたいなものを発表しているもので、あまり研究

という感じではなく、自分の執筆するような環境

にまで持っていくことができませんでした。それ

は自分の力不足もあると思いますし、環境に原因

もあったなと感じております。 

 現職に就いたのが 2005 年で、そこからしばらく

スタートアップといいますか、ちょっとブランク

期間がありまして、ようやく 2007 年から順調に論

文が出せるようになりました。自分自身も、非常

にこの時期は自分でものっていたなと思う時期で

す。やはり 2010 年は産休、育休を取りましたので、

発表論文は少なくなって、その後、復帰して幸い

にも、私の場合も幸いにもですが、上司と、それ

から周りの方々のご協力に恵まれて、復帰してす

ぐに研究環境を整えることができて、また前のよ

うなペースで研究が行えているというような状態

です。 

 これはお手元の資料にはないと思いますが、大

学教員の仕事の内容をちょっと紹介してほしいと

いうことでしたので、現在の私が関わっている中

でパッと思いついたものを挙げたものです。

 

 先程までは研究のことでしたが、研究活動に加

えて、当然教育がしなければならない事項です。

学部生、それから修士、博士、外国人の研究者も

うちに来て、その人達の面倒を見ていると。加え

て教育として授業も当然担当します。共通教育だ

ったり、演習であったり、専門教育。それから私

は理系の分野ですので、実験科目の指導も３週間

ほど集中的にやったりします。 

 それから研究に関しては、自分達だけでやって

いるわけではなくて、共同研究という形で、他学

部、他大学、公設試それから民間企業の方とも一

緒にやっておりますので、この方々とのお付き合

いだけでも、メールをやりとりしているだけで一

日終わるようなこともあります。 

 それから大学内でのお仕事といたしましては、

先程、梶井先生がおっしゃったように、こういっ

たいろんな運営に関わる仕事もありますし、入試

業務としてこれから忙しくなってくる時期という

ことです。 

 大学外でのお仕事は、校外連携授業という出前

授業に高校に行ったり、小学校に行ったりしてい

ますし、大学の広報をしなければなりませんし、

教員免許講習、これも大学の義務ですので、回っ

てきます。シンポジウムに講演もしたり、それか

ら先程もおっしゃっていたように、地元自治体の

地域振興をどのように図るかといったお仕事の委

員会に指名されれば出ていって、その活動をする。 

 これに加えて、伝票整理ですとか、非常に瑣末

なことですが、事務全般、いろんなことをしなけ

ればならないということで。実際問題、自分は理

系で実験が好きでこういう仕事に就いたのですが、

自分自身はもう実験をする時間はなくて、学生に

指図をしているというのが現状です。

 

 大学に対して望むこと、社会に対してかもしれ

ませんが、要旨に書きましたように、当初配分さ

れる研究費というのは非常に少ないので、もう少

し増やして、何も競争的資金があたらないような

年であっても、少しは研究を維持できるような体

制にしていただきたい。 

 それから着任直後の若手教員に対して、やはり

手厚い支援をして、その人のスタートダッシュを

手助けする制度があればいいなと思っています。 

 自分自身の体験として、年度半ばの復帰で、子

どもを公立の保育園に預けることはできず、今、

私立の小っちゃい保育園に行っているんですが。

そういった時に、保育園に預けられないかもとい

う危機感を非常に感じましたので、大学のほうで



 

こういったものを整えていただけると、大変助か

るなと。 

 また事務作業が非常に多い状態ですので、これ

をサポートしてくれるような方がいれば、なおよ

ろしいということで書かせていただきました。以

上です。 

 

○コーディネーター（土屋） 

 どうもありがとうございました。それでは最後

のご発表ですけれども、最後の発表は愛媛大学沿

岸環境科学研究センターの濱村先生、よろしくお

願いします。 

 

○濱村奈津子 

（愛媛大学沿岸環境科学研究センターグローバ

ルＣＯＥ准教授） 

 愛媛大学 ここですけれども、沿岸環境センタ

ーの濱村です。よろしくお願いします。座らせて

いただきます。 

 まず研究者としてのこれまでの歩み。そしてま

ず研究者を目指したきっかけといったことなんで

すけれども、元々の性格があったのかなという気

もいたします。

子どもの頃から好奇心、探究心が旺盛で、なにか

あると「なんで、なんで」と聞くような子どもで

した。 

 やや大きくなってからは、環境問題、国際貢献

という分野に興味がありました。その後大学に進

んで、院に進むかどうか考えた時に、やはり研究

というのは、自分のアイデアで世界を相手に勝負

ができる。たとえばスポーツが万能とか、そうい

うのであれば、たとえばサッカー選手になったり、

そういう意味でもお仕事ができると思うんですけ

れども、私の場合は研究で世界を相手に勝負して

いきたいというふうに考えました。 

 経歴なんですけれども、けっこう転々としてお

りまして。千葉大学で学部を卒業した後、アメリ

カのオレゴン州立大学に進みまして、マスター、

ドクターのほうを取りました。その後、日本に一

回帰ってきたんですけれども、またアメリカに戻

って、ポスドク、研究教員として大学院から入れ

ますと 12 年ほどアメリカのほうで研究、そして教

員を続けました。2009 年より愛媛大学で勤務して

います。 

 研究なんですけれども、専門分野は環境微生物

学、微生物生態学という分野でして、

境界分野といいますか、もちろん微生物のことが

大事なんですけれども、環境中にいる微生物、自

然環境にいる微生物がどういうふうに環境や生態

系を維持しているのか、環境要因と相互作用して

働いているのかというようなことを環境化学やゲ

ノムなどの要素も総合して研究しています。 

 特に環境問題の解決というのに少しでも貢献し

たいという思いがありますので、環境浄化や、そ

ういう環境中にいる微生物を資源として利用しよ

う。そういうことを目的に研究を進めてきました。 

 これまでの研究なんですけれども、



 

環境浄化に関わる微生物を題材として、バイオレ

メディエーション、これは環境中に自然にいる微

生物を使って、汚染が起きた時にそれらを浄化し

ていこうという技術なんですけれども、それの研

究をしています。 

 最近起こったメキシコ湾の原油流出事故などで

も、海に原油が流出して汚染を引き起こしたわけ

ですけれども、それを人為的に回収することはか

なり難しいと、あれだけ大規模になってしまうと。

ですけれども、自然の中にはそういう油を食べて、

それをエネルギーとして育つ微生物がいるわけで

す。それらは、原油、汚染を引き起こすものなん

ですけれども、それられを食べて無害な二酸化炭

素等に分解する。そういうような安全で環境負荷

が少ない技術として扱われています。 

 その一環としまして、私の個人的な研究は、環

境中のヒ素と微生物ということで、ヒ素をエネル

ギー源として活用できる微生物を調べています。

ヒ素といいますと、かなり猛毒なんですけれども、

微生物では、その猛毒なヒ素をエネルギーとして、

それを利用できる、そのような菌がいるわけなん

です。それらをアメリカやモンゴル、そういった

特殊なところ、鉱山等の汚染地域にそういう菌が

いるということで、それらを調べています。 

 こういうアメリカでの研究も経歴も長くなって、

向こうにいると、今後どうするの？ 日本に帰る

の？なんていうことを聞かれたんですけれども、

うーん…、ちょっと躊躇する自分があったりして、

日本はまだまだ差別があるからね、みたいなこと

も、よく向こうでは言われました。こっちにいた

ほうがいいんじゃない？みたいな。そういうふう

に言われた時に、それも違うなと思った自分がい

たわけです。 

 先程の基調講演の話にもありましたように、日

本の女性、日本人の研究者というのは、すごく優

秀な方が多いと本当に思います。 

 その中で女性だから活躍できないというのは、

なんとなくおかしいのでは？と思い、日本でのそ

ういう女性研究者の活躍というのにも、自分が貢

献できるのではと思って帰国したいという思いも

ありました。 

 あと研究分野でいいますと、環境汚染というこ

とを勉強しておりますので、今、アジアでは非常

に経済発展が進んでいるわけですけれども、それ

とともに環境問題も深刻化している。そういうふ

うに環境問題がアジアで起こった時に、リーダー

シップを取れる国として日本が注目されているの

ではというふうに考えました。 

 自分の研究も環境汚染を解決するというテーマ

で行っておりますので、日本から発信するアジア

の環境研究というのをやってみたいと思いまして、

日本、愛媛大学に帰ってまいりました。 

 そして帰ってきて去年なんですが、最先端次世

代研究開発プログラムという、

かなり高額な研究費を愛媛大学では１件、本当に

ラッキーなことに採択していただきました。それ

は、「複合汚染に対する微生物遺伝子応答の網羅解

析による新規毒性影響評価技術の開発」という、

かなり堅苦しいタイトルなんですが、こういうふ

うに環境中に有害物質の汚染が起こった時に、環

境中に存在する微生物というのは、窒素循環・炭

素循環といった、非常に大事な生態系の機能を担

っていますが、そういう微生物機能に毒性や阻害

が起こる一方、さっきお話ししたバイオレメディ

エーションといった技術のように、分解代謝して

環境を浄化する機能も持っているわけです。

それら環境中の微生物資源を利用して毒性影響評

価を行う技術開発の研究を、現在進めさせていた



 

だいています。 

 そういうバックグラウンドで、研究者として成

長していくために大学に望むことということで考

えました。ハード面といえば分析装置とか、そう

いう面では本当に今までの移動した大学の中でも

一番ぐらいにすごい優れている愛媛大学なんです

が、このような大型研究費を取らせていただいた

時に、先程ありました事務手続が多くなるという

ことが本当にありました。私は研究者として教育

を受けてまいりましたので、

たとえば論文を書いたりとか、科学、自分でやっ

ているサイエンスについて成果を上げていく。そ

れを教育していくという面での教育は受けている

んですけれども、現在、日本で大型研究費をいた

だきますと、国民との科学技術対話の推進を行う

ということが義務づけられています。これは研究

成果の発信、それを一般の市民の方に、国民の方

に私達のやっている研究をわかりやすく、意義が

あることなんだよということを伝えていく。そう

いう非常に意味のある活動で、私も個人的にも興

味もあるし、非常にやっていきたい分野なんです

が、なにせ専門的なサイエンスコミュニケーター

としての教育を私は受けておりませんので、なか

なかどうやっていいかわからないということがあ

ります。 

 日本の大学でも北海道大学や東北大学のように、

サイエンスコミュニケーターというスペシャリス

トを養成するような大学もありまして、最近では

そのような専門職、研究者と一般の国民の方のフ

ァシリテーター、間に立って交流を深めるという

ような専門家がいらっしゃる大学もたくさんある

ようです。そのような専門家の支援を受けられれ

ば、自分もとてもためになるし、やりやすいとい

うふうに思います。 

 もう１点は、また自分の研究なんですけれども、

いろんな他のアジアの国に行って共同研究を行う

ことが多いんですが、最近は生物多様性条約とい

うものもありまして、なかなかサンプルの移動と

かも難しい状況になっています。そういう時に今、

向こうの国でもサンプルを国外に持って行かれる

のは不安だということもありますので、大学間の

協定が必要になってくる場合があります。そうい

うところでは、個人的な共同研究者同士の合意で

はちょっと太刀打ちできないので、大学側として、

そういう国際拠点研究をより促進していただけれ

ば、私としてもやりやすいと考えています。 

 もう１点は、一般的なことなんですけれども、

私も今は専任ではなく、特任准教授という立場で

かなり研究に集中できる状況にありますが、そう

いうふうに雇用形態の柔軟性といいますか、やは

り研究とか人生のステップにおいて、それぞれに

応じたような立場で研究を続けていける、そのよ

うな柔軟性が、ここの大学だけというわけではな

くて、日本全国で必要かなと思うんです。そうい

う状況になれば、研究を続けていく上でも、非常

にやりやすいのではと考えます。 

 一般論なんですけれども、自分の考える女性研

究者が活躍できる環境とはと考えると、やはり基

調講演での先生もおっしゃっておられましたが、

多様性の容認を社会全体で促成することが大事だ

と思います。それと私の勉強している微生物の生

態系ということを考えますと、環境においても生

物の多様性というのは、恒常性維持とか持続的な

発展を遂げる上で非常に重要なわけです。という

ことで、人間社会も同じではないかと考えますの

で、いろいろな支援がありますが、自助性という

ことをステップに多様性が広がっていくような社

会。それが研究者である自分達も含めて、社会全

体がそういうふうになっていければいいなという

ふうに考えております。以上です。 

 

○コーディネーター（土屋）  

ありがとうございました。それではこれでパネリ

ストの先生方のお話を全ていただきましたので、

ここからディスカッションということで、少しい

ただいたお話をもとにディスカッションを行いた

いと思います。 

 それでは時間は限られていますので、幾つか皆

様のお話をもとに、いただいたトピックについて



 

少しディスカッションを行いたいと思います。 

まず最初は、女性研究者というだけではなくて、

一般的な若手研究者がテーマということで。特に

若手研究者は、社会的な立場や資金的なもの、経

験もありません。非常に待遇も悪い。そこで大学

などのサポートを受けられると非常にいいわけで

す。幾つかの事例がご紹介いただいておりました

けれども、さらにこういったことを大学に具体的

にお願いしたいなどがあればご発言いただければ

と思いますけれども。いかがでしょうか。たとえ

ばスタートアップ支援や、女性研究者支援の研究

支援員制度がありますけれども。そういったもの

で、こういうものがあったらというような。今は

こういうサポートがあると、とても助かるという

ような。たとえば、これは私がコーディネーター

で呼んでいただいた理由の一つに、夫婦ともに大

学で共働きで、研究支援員制度でサポートしてい

ただいています。これは私としても非常に助かっ

ています。さきほどもお話がありましたように、

雑務がたくさんありますので、非常に助かってい

ます。 

 このディスカッションは、パネリストだけでデ

ィスカッションするのではなくて、会場の先生方

にも、ぜひコメントをいただければと思いますが、

はい濱村先生どうぞ。 

○濱村奈津子氏  

私の場合は、アメリカから帰ってきたということ

もありまして、最初にやはり研究費の申請ですね。

科研費なんですけれども、向こうでもグラントを

出していたのですが、かなり書き方が違うという

ことで。もちろん言語の違いもあるんですけれど、

やはり書き方がかなり違うということで、最初は

戸惑いましたので、大学のほうで、そういう科研

費の申請の時期になるとセミナーをやってくださ

るので、とてもためになりました。

 

 あとはやはり、私は沿岸センターの所属なので、

所属の先生にお話を聞いたり、先生方の過去に通

った申請書というのを参考として見せていただく

機会があったので、それは本当に参考になりまし

た。 

 そういう研究基金の、そういったグラントアプ

リケーションも、最初はどうしていいかわからな

かったりするので、そういう支援があると、非常

に有利になると思います。 

○コーディネーター（土屋）  

ありがとうございます。愛媛大学も、研費の申請

書に関してはセミナーを行ったりしていますが。

おそらく他の大学も同じような学内体制だと思い

ますけれども。はい。 

 

○島村智子氏 

科研費の書き方については、高知大学でも確かに

同じような取り組みをされています。すみません。

ちょっと話を戻してしまって申し訳ないんですけ

れど。採用された方の最初のスタートアップとい

うところなんですけれど、私自身の経験からさせ

ていただいたんですけれど、私、個人的な事情で

すが、12 月から高知大学に来たんですけれども。

実は 12 月に来て、その時のお財布、０円だったん

ですね。机はありますけれど、０円。それで普通

できることって、何もないと思うんです。 

 一応、私の場合は同じ研究室の先生が助けてく

ださって、どれを使ってもいいし、何をしてもい

いし、というふうに準備してくださったんですけ

れど。普通、今、大学の教員は講座制がなくなっ

て、研究室制がなくなって、独り立ちしているよ

うな体制が多いんですけれど。そういった場合に、

いきなり年度半ばで０円と言われたら、もうその

人がやることは何もなくなってしまうわけで。そ



 

こにいなさいということですよね。 

 その後、状況が改善されてきていることは知っ

ているのですが、やはり制度として、採用したか

らには最小限、１年か２年か、それは期間はおま

かせするところですけれども、教育者として独り

立ちして大学生を教育できるほどの環境を整える

というところまでは、育てていかないといけない

んじゃないかなと思うんです。 

 今は独り立ち、一人の教員として採用して、周

りのサポートもない状況というのは、ほとんど無

いとは思うんですけれど、昔ながらの講座制をと

っているところが多いので。ただ、やはり制度上、

そういうふうに独り立ちさせるような制度にする

のであれば、やはり一定レベルまで引き上げると

いう支援はするべきじゃないかなと個人的に思っ

ています。 

 

○コーディネーター（土屋）  

そうですね。ありがとうございました。他にはい

かがでしょうか。 

 

○真田純子氏  

私は助教なんですけれども、2007 年の１月に就職

して、その時、まだ助手の身分で。制度が 2007

年の４月に変わって、それからすぐ助教になった

んですが、助教は元々、正式には授業を担当して

いなかったので、その前からいらっしゃる助教の

先生は、ほとんど演習ぐらいしかやっていなかっ

たのですが、私の前任の先生が、なぜかいっぱい

授業を持っていたらしくて、私は助教で入ってす

ぐに、けっこうたくさん授業をやることになって。

若い時にかなり業績を残さないといけない時に授

業がいっぱいあるという。授業をすることで学ぶ

こともあるので、それが一概に悪いわけではない

のですが、かなり時間を取られているなという印

象がありました。

 

 この間聞いたんですが、京都大学では助教が授

業を担当する時には、教授会で認められないと授

業を担当できないというような、助教にはそうい

うことをやらせないということが基本になってい

る大学もあるみたいなので、そういう今までは助

教、助手の時代では実際にやっていたにしても、

授業をしないことが前提になっていたのに、けっ

こう議論がないままに授業をやるのが当たり前に

なってきているという状況は、もうちょっと考え

たほうがいいのかなとは思っています。 

 

○コーディネーター（土屋） 

 なるほど、ありがとうございました。今ちょう

ど、お話が教育のことの話が出てきました。若手

の研究者には、もちろん研究が望まれるわけなん

ですが、今のお話のように、教育という、あるい

はその他の雑多な仕事。こういったものも非常に

増えています。 

 お話にありましたように、研究費を取れば取る

ほど雑務が増えるという状況になっていますけれ

ども。このへんを効率化していくということが、

研究者として成長するために非常に重要なのでは

なかろうかということがあります。そのへんはい

かがでしょうか。 

 たとえばこのへんを工夫するといいとかアドバ

イスがあれば。たとえば相馬先生などはいかがで

しょうか。 

 

○相馬芳枝氏 

 私、現職の時は産総研という研究所におりまし

たので、教育の実績があまり無いんです。他の大

学の先生のほうがふさわしいかもしれません。 

 

○コーディネーター（土屋） 



 

 そうですか。ありがとうございます。柳澤先生、

どうですか。若手に向けて。 

 

○柳澤康信氏  

愛媛大学の柳澤です。今、話題になっている課題

に対しては、愛媛大学でもう少し組織的に解決し

ていかなきゃいけないと思っています。個人レベ

ルでは、若手の皆さんの置かれた環境は、千差万

別だと思うんです。皆さんＦＤという言葉を、当

然知っていますよね。ファカルディ・デベロップ

メントという時に、狭い意味では教育に関する能

力開発というふうに言っていますけれども、愛媛

大学では今、教育に対する能力開発支援のことだ

けではなくて、今、アカデミック・デベロップメ

ント（ＡＤ）、あるいはプロフェッショナル・デベ

ロップメント（ＰＤ）という言葉を用いて、教員、

研究者としてどのようにその能力を開発していく

かという取り組みを総合的にやっていきたいと思

っています。

 

 ですから、今おっしゃったような問題点は、そ

ういう中で組織的に解決していかなきゃいけない

問題だと思うんです。たとえば先程出てきた、着

任した時のスタートアップ資金。これは当然、大

学として確保していかなきゃいけない。愛媛大学

も今、スタートアップ資金というのを立ち上げて、

年に２回応募できるようになって、額としてはま

だ 50 万という少額ですけれども、確保しています。 

 それから論文書くという時に、まだ若い人は十

分な能力がないかもしれない。それから先程濱村

さんが言ったような外部資金を取る時のノウハウ

というのも持っていないかもしれない。それは周

りにたまたまいい人がいてアドバイスを受けたか

らうまくいったというのじゃなくて、もう少し組

織として支援するような体制を作らなきゃいけな

い。日本ではどうも、特に研究の部分は個人努力

に任せているというのがあるわけですね。もうあ

なた達は研究に興味あるから研究者になったんで

しょう、みたいなところで個人に任せているとこ

ろがあるけれども、やはりそれでは十分ではあり

ません。愛媛大学では、これからの重点課題とい

うことで、そのような取り組みをここ１、２年始

めているところです。 

 ですから、四国の他の大学でも、そういったち

ょっと広い視野で組織的に考えていかなきゃいけ

ないと思います。これは皆さんに言うより幹部、

執行部に言うべきことですね。個々人よりも執行

部のほうが取り組むべきことが多いのではないか

と思います。 

 

○コーディネーター（土屋）  

どうもありがとうございました。非常に有意義な

時間になっているように、私は今感じました。あ

りがとうございました。 

 それで非常に時間が押してしまっているんです

けれども。もう一つ、今回、女性研究者というこ

とですので、今までの一般的な若手研究者の話と、

やはり女性研究者ということで育児などとの両立。

これは本当に重大な難しい問題です。これに関し

ましては、いかがでしょうか。既に育児のご経験

がある島村先生。 

 

○島村智子氏 

 はい。今ちょうど２歳の息子がいるんですけれ

ども。はっきり言って、大学から一歩出ると、育

児というか子どもの都合に合わせた生活で。今ま

で、出産前までは自分の好きなことと、それから

仕事と。仕事と趣味が境目がないような生活をし

ていたんですけれども。もう全くそういうことは

当然できないですよね。要は９時～５時で今の仕

事をこなすということになるわけです。 

 そこで自身の集中力の向上であるとか、休み時

間もそんなにだらだら過ごさないであるとか、そ

ういったところで努力しながらやっているという

感じですが。だんだん回らなくなってきて、やは

り実家を頼るだとか、そういったこともよくあり

ます。 

 本当に一言で言えば忙しい。それだけです。 

 

○梶井一暁氏  



 

では今の島村先生の例の反対になるのかもしれま

せんけれども、私の妻は四国ではないのですが、

やはり大学で教員をしておりまして。そういうこ

ともあって、その当時、私が（育休を）取りまし

た。私が休んだというおかげではないと思います

が、妻もキャリアを、キャリアアップなのか、キ

ャリアキーピングなのか、少なくとも続けていく

ことができているというのはあります。 

 それは私も結果として、このように休業を取得

できたということもあるのかもしれないんですけ

れども、妻のほうの大学も、私達の大学も、やは

り制度は一応整っているんですけれども、慣習で

あったり、あるいは意識であったり、こうした部

分のところの言えない葛藤みたいなところ。そう

いったところが広い意味では、その後の研究者と

してのあり方というものを支えていくというとこ

ろが大きいんだなということを、ある意味、経験

したというようなことだったと考えております。 

 

○コーディネーター（土屋） 

 ありがとうございます。これは本当に多様性を

認める社会であるとか、いろいろ周りのサポート

がないと非常に困難なわけですけれども。最後に

どうでしょう。育児をされながら、それからこん

なにお仕事もされてこられた板東先生に、若手の

私達に向かって育児と仕事の両立という面でお言

葉をいただければ。 

 

○板東久美子氏  

はい。私の場合、２人子どもがおりまして、上

ももう結婚し、下も今年結婚するということで、

子育てはもう終わりなんですけれども。私が子ど

もを育てた時代というのは、まさに育児休業制度

もまだ無い、産休も産後８週間ではなくて６週間

という時代でありました。まずさっきのお話のよ

うに、その職場の意識とか雰囲気とか慣習という

ことで言いますと、当時の文部省も女性でそんな

にたくさん働いている方がいない状況で、私も文

部省の仕事を始めたわけですけれども。まさに加

戸前知事もそうなんですけれども、やはり文部科

学省の上司、幹部というものは、非常にある意味

では理念や平等の認識なり、そういう人材をいろ

んな形で活用していかなきゃいけないという意識

なりというところが非常にある方が多かったとい

うふうに思っております。 

 やはりよりトップに行くほど、そういう理念を

発信していただくということ、そしてそれが大学

はなかなか学長がおっしゃっても、個々の研究者、

研究室が動かないということもあるんですけれど

も、やはり大学の理念として打ち出していくとい

うことが、非常にまず重要なんだろうと思います。 

 ちょっとテクニックの問題も含めまして言いま

すと、私は実にありとあらゆるものを使いました。

１時間半ぐらいの距離に両方の両親がいましたの

で、子どもが病気の時には、当時は病児保育なん

かは、ほとんどなかったので、病気の時にはお願

いしましたけれども、一緒に暮らしたというわけ

ではなかったので、保育所を使うのですが、当時

はあまり延長保育も遅い時間までやりませんでし

たので、夜はやはりすぐには帰って来られない。

今で言えばファミリーサポートセンターというの

がありまして、そういう普通のご家庭で預かった

り、それから普通のご家庭の方が子育ての支援を

しようというそういう方と、預けたいとか、支援

をしてほしいという人を結びつけるシステムで厚

生労働省が推進しています。まだそういうのもな

かったんですが、それのモデルになっている団体、

エスクという団体がありまして。その情報を得て、

私も面倒を見てもいいよっていう方を、そちらに

お願いしまして、私の場合は預かってもらうので

はなく、来てもらいました。有償ボランティアと

いった感じで、何かの資格を持っているという方

ではなく、研修は、もちろんその団体で受けてと

いうことなんですけれども、普通のおじいちゃん、

おばあちゃんのような方とか、普通のおねえさん、

おばさんのような方が来てくださるということで、

最初、一番忙しい時期は２人の方にお願いして、

２人で１週間をカバーしていただきました。その

中心は、お孫さんが７人もいるおばあさんで、本

当に私の擬似家族といいますか、子ども達にとっ

て第３のおばあちゃんとして来ていただいて、保

育所に迎えに行っていただいて、夕食を食べさせ

ていただき私が帰るまで、たとえば９時とかいて

いただくということでした。それから会社の勤め

帰りに保育所に寄ってくださる、擬似おねえさん

みたいな方もいたりして、そういうファミリーサ

ポートセンターにあたるようなところが、紹介し

てくださって、擬似家族に支えてもらいました。 

 それからたとえば、アメリカにＮＳＦというと

ころに研修に行かせていただいた時があったので



 

すが、当時夫がニューヨークに赴任をしていて、

私はニューヨークには赴任の機会はなかったんで

すけれども、アメリカのＮＳＦに毎年１人ずつ文

部科学省が、研修の形で出してくださるというこ

とで、そちらのほうに行かせていただきました。

その時に子どもはちょうど小学校だったんですけ

れども、やはり学校からスクールバスで送られて

帰ってくる時に、誰かいなきゃいけないというこ

ともありましたので、子ども達の面倒をみてくれ

る擬似おねえさんを探して、一緒に行って住んで

いただきました。そういう同居人を調達して行っ

たんですけれども。その人は午前中、語学学校に

行って語学を勉強して、午後は子ども達を迎える

というように、擬似家族にずいぶん支えられまし

た。 

 このように公的な保育所とか学童保育とかとい

うことと合わせて、そういう擬似家族と仲介をし

ていただくような民間団体などに助けていただき

ました。 

 それから急に会議に出なければいけない、急に

国会質問に対応しなくてはいけない。そういう急

遽という時のためには、保育園のママ友といいま

すか。子どものお友達のお母さんなんかに急遽電

話して、ちょっと迎えに行って預かってねとか、

近所の方にお願いするとか。そういういろいろな

方々、ありとあらゆる方々にお願いをし、先程申

しましたように、病気の時には、私の親達に駆け

つけてもらうということをしました。

 

 このコーディネートをしなきゃいけないのは大

変なんですけれども、そういういろいろな方々に

本当に関わっていただいたということは、私自身

の子育てにとっては、非常に本当に幸せでした。 

 それからちょっと夫のことを申しませんでした

けれども、夫も最初はあまり関わらなかったんで

すが、ある時、やはりいつも私の方ばかり保育所

から、子どもさんが熱を出しましたとか電話がか

かってくる。自分も今日は出なきゃいけない会議

があるということで、ちょっと夫にたまたま出て

もらいましたら、それ以降、お願いすればやって

くれると言いますか、むしろ今までは、あまり自

分もそういうふうに、してほしいと思ってもなか

なか言っていなかった。相手が悟ってやってくれ

るのが愛情だろうと思っていたのですが、夫婦と

いうのも他人同士であって、しゃべらなくては、

伝えなくては伝わらないと。それは以心伝心にな

るのは、相当後の話で、ちゃんと言わなくてはい

けないということがわかりました。そういうこと

で、私も秋田県に行った時は単身赴任でしたけれ

ども、夫、子ども達だけで十分に回るような状態

になっておりました。 

 それから今、外の方を巻き込むということを申

しましたけれども、実は家族皆が家庭を支えると

いうことを、我が家ではごく当たり前だというふ

うに皆思っているというのがあります。夫がそう

いうふうに子ども達に言っててもらったというの

もあるのですが、子どもも小さい頃から、風呂掃

除は息子の仕事、洗面所とかトイレは娘の仕事と

か、家の掃除は夫の仕事というように、皆が分担

するのは当然だという感じの雰囲気でやっていま

したので、先程お話で、やはりお母さん、奥さん

の負担が大変だということが出てきておりますけ

れども、当たり前だと思って皆が分担していれば、

あまりそれぞれが負担に思わないでやれるという

ようなことで、そういうふうに家族内の皆を巻き

込んでいくということも重要なのではないかと思

っております。 

 ちなみに私が秋田県に単身赴任した時に、息子

が「一人で暮らせるのか」と言いました。いつも

ゴミ出しもしていない、掃除もしていない、あの

母親が一人で暮らせるのかというふうに、息子が

思わず言ったということでありますので、そうい

うふうに皆で家庭を作り上げるということが、最

も重要ではないかと思います。ちょっとテクニッ

ク的なことを長く申し上げましたけれども、そう

いうふうなことをなんとか楽しくやっていくとい

うことも、恐らく研究者の皆さんもいろいろ工夫

しておられると思いますので、自信を持って研究

活動をやっていっていただければ、お子さまとか

ご主人とか、そういう方々に悪いんじゃないかと



 

思うことなく、皆で作り上げるということでやっ

ていかれればいいと思います。それから生活でい

ろいろ経験されたことが、いろいろ回り回って教

育、研究に生きてくるということになると思いま

す。 

 

○コーディネーター（土屋） 

 ありがとうございました。時間が押してしまっ

て。ちょうど最後にふさわしいお言葉をいただけ

ました。それでは時間ですので、ちょっと短かっ

たですけれども、ディスカッションの時間をこれ

で終わりにさせていただきたいと思います。ご参

加いただいた先生方に拍手をお願いいたします。 

 

○司会（小島） 

パネルディスカッションの時間が短くなってしま

いまして申し訳ありませんでした。けれども局長、

相馬先生、若い方も実際に登場してお話ししてい

ただいて、非常に有意義なフォーラムになったと

思います。 

 それでは、次回四国女性研究者フォーラムの開

催大学である徳島大学のＡＷＡサポートセンター

長の本仲純子先生から、ご挨拶をいただきます。 

 

○本仲純子氏 

（徳島大学ＡＷＡサポートセンター長 特任教

授） 

 徳島大学ＡＷＡサポートセンターの本仲でござ

います。本日は非常に素晴らしいフォーラムを開

催していただきまして、ありがとうございます。

１回目は香川大学で、２回目がこちらの愛媛、来

年度は徳島大学のほうで第３回を開催させていた

だく予定でございます。３大学とも、来年度がこ

のプロジェクトの最終年度でございます。そうい

う意味で、あまり遅く、後ろのほうに回しますと、

ちょっと大変かなということがありまして、少し

早めに開催したいとは思っております。しかしま

だ日程等、場所等も検討中でございますので、ま

た決まりましたら、各大学にご照会したいと思い

ます。 

 企業の方だとか、それからいろんな大学の先生

方にもまた、いろいろとお願いをすると思います

ので、どうかご協力のほど、よろしくお願い申し

上げます。 

 それでは来年、ぜひ徳島大学のほうにいらして

ください。お願いいたします。 

 

○司会（小島） 

 それでは閉会にあたりまして、愛媛大学副学長

の曲田清維より挨拶を申し上げます。 

 

○曲田清維氏（愛媛大学副学長） 

 どうも皆さん、寒い中、最後までありがとうご

ざいました。今日の話、とても楽しく聞かせてい

ただきました。まず最初は加戸前知事の心温まる

メッセージから始まりまして、それから板東局長、

それから相馬先生、どうもありがとうございまし

た。 

 板東局長のデータの中で、私が一つだけ気にな

っているのが、やはり合計特殊出生率と就業率の

関連で、あれは前からちょっと聞いていて、あの

ままだとヤバいなと、ずっと思っておりました。

大学のみならず、社会全体できちんとしていかな

いといけないなというふうに思いました。 

 それから相馬先生には、研究の職場に関するこ

の間の男女共同参画、それから若い研究者支援と

いうことで、自ら職場であちこちに火をつけると

いう、そういうお仕事で、どうもありがとうござ

いました。 

 パネルディスカッションは、まず一つは若い教

員の方々が、とてもエネルギッシュにやっておら

れるということで、これもうちの濱村さんを含め

て、なかなかたくましいなと改めて思いました。 

 最後のまとめというか、板東局長さんがおまと

めいただいたことに尽きると思うんですけれども、

社会全体のボトムアップが必要だということ。そ

れに加えて、若手研究者の皆さんがそれぞれ努力

されることはもちろんですけれども、大学として、

それから周辺環境として、それからもちろん社会

全体として支えていくということを、もう一度確

認しないといけないという気がいたします。先程

の板東さんの使い回しみたいなことを言いました

けれども、実は最近の言葉で言うと、恐らく絆と

いうような言葉かもしれません。きっといろんな

ことをやっていけばつながっていく。その中で自

分も成長しますし、それが社会に還元されると。

それぞれしんどい状況を、さらりとお話いただい

た若手の皆さんには、敬意を表したいと思います。

それを含めて、講演の皆さん、それからパネラー

の皆さん、どうもありがとうございました。拍手



 

をもって最後終わりたいと思います。どうもあり

がとうございました。 

 

○司会（小島） 

 以上をもちまして、第２回四国女性研究者フォ

ーラムを終了いたします。会場の皆様、長時間に

わたりご参加いただきありがとうございました。 
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